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─────────────────────────────────────────── 

平成24年 第１回（定例）周 防 大 島 町 議 会 会 議 録（第２日） 

                             平成24年３月８日（木曜日） 

─────────────────────────────────────────── 

議事日程（第２号） 

                         平成24年３月８日 午前９時30分開議 

 日程第１ 議案第１号 平成２４年度周防大島町一般会計予算（説明・質疑・付託） 
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 日程第７ 議案第７号 平成２４年度周防大島町農業集落排水事業特別会計予算（説明・質疑・

付託） 

 日程第８ 議案第８号 平成２４年度周防大島町漁業集落排水事業特別会計予算（説明・質疑・

付託） 

 日程第９ 議案第９号 平成２４年度周防大島町渡船事業特別会計予算（説明・質疑・付託） 

 日程第10 議案第10号 平成２４年度周防大島町公営企業局企業会計予算（説明・質疑・付託） 

 日程第11 議案第11号 平成２３年度周防大島町一般会計補正予算（第６号） 

 日程第12 議案第12号 平成２３年度周防大島町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号） 

 日程第13 議案第13号 平成２３年度周防大島町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第３号） 

 日程第14 議案第14号 平成２３年度周防大島町介護保険事業特別会計補正予算（第３号） 

 日程第15 議案第15号 平成２３年度周防大島町簡易水道事業特別会計補正予算（第３号） 

 日程第16 議案第16号 平成２３年度周防大島町下水道事業特別会計補正予算（第３号） 

 日程第17 議案第17号 平成２３年度周防大島町農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号） 

 日程第18 議案第18号 平成２３年度周防大島町渡船事業特別会計補正予算（第３号） 

 日程第19 議案第19号 平成２３年度周防大島町公営企業局企業会計補正予算（第４号） 

────────────────────────────── 
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本日の会議に付した事件 

 日程第１ 議案第１号 平成２４年度周防大島町一般会計予算（説明・質疑・付託） 

 日程第２ 議案第２号 平成２４年度周防大島町国民健康保険事業特別会計予算（説明・質疑・

付託） 

 日程第３ 議案第３号 平成２４年度周防大島町後期高齢者医療事業特別会計予算（説明・質

疑・付託） 

 日程第４ 議案第４号 平成２４年度周防大島町介護保険事業特別会計予算（説明・質疑・付

託） 

 日程第５ 議案第５号 平成２４年度周防大島町簡易水道事業特別会計予算（説明・質疑・付

託） 

 日程第６ 議案第６号 平成２４年度周防大島町下水道事業特別会計予算（説明・質疑・付託） 

 日程第７ 議案第７号 平成２４年度周防大島町農業集落排水事業特別会計予算（説明・質疑・

付託） 

 日程第８ 議案第８号 平成２４年度周防大島町漁業集落排水事業特別会計予算（説明・質疑・

付託） 

 日程第９ 議案第９号 平成２４年度周防大島町渡船事業特別会計予算（説明・質疑・付託） 

 日程第10 議案第10号 平成２４年度周防大島町公営企業局企業会計予算（説明・質疑・付託） 

 日程第11 議案第11号 平成２３年度周防大島町一般会計補正予算（第６号） 

 日程第12 議案第12号 平成２３年度周防大島町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号） 

 日程第13 議案第13号 平成２３年度周防大島町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第３号） 

 日程第14 議案第14号 平成２３年度周防大島町介護保険事業特別会計補正予算（第３号） 

 日程第15 議案第15号 平成２３年度周防大島町簡易水道事業特別会計補正予算（第３号） 

 日程第16 議案第16号 平成２３年度周防大島町下水道事業特別会計補正予算（第３号） 

 日程第17 議案第17号 平成２３年度周防大島町農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号） 

 日程第18 議案第18号 平成２３年度周防大島町渡船事業特別会計補正予算（第３号） 

 日程第19 議案第19号 平成２３年度周防大島町公営企業局企業会計補正予算（第４号） 

────────────────────────────── 

出席議員（18名） 

１番 田中隆太郎君       ２番 杉山 藤雄君 

４番 新山 玄雄君       ５番 平野 和生君 

６番 魚原 満晴君       ７番 今元 直寛君 

８番 広田 清晴君       ９番 安本 貞敏君 
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10番 尾元  武君       11番 中村 美子君 

12番 中本 博明君       13番 魚谷 洋一君 

14番 平川 敏郎君       15番 松井 岑雄君 

17番 久保 雅己君       18番 布村 和男君 

19番 小田 貞利君       20番 荒川 政義君 

────────────────────────────── 

欠席議員（１名） 

３番 神岡 光人君                 

────────────────────────────── 

欠  員（１名） 

────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

事務局長 村田 雅典君     議事課長 中尾 豊樹君 

書  記 中村 和江君     書  記 林  祐子君 

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

町長 …………………… 椎木  巧君   代表監査委員 ………… 相川  實君 

副町長 ………………… 岡村 春雄君   教育長 ………………… 平田  武君 

公営企業管理者 ……… 石原 得博君                      

総務部長 ……………… 星出  明君   産業建設部長 ………… 嶋元 則昭君 

健康福祉部長 ………… 西村 利雄君   環境生活部長 ………… 松井 秀文君 

久賀総合支所長 ……… 西本 芳隆君   大島総合支所長 ……… 北杉 憲昌君 

東和総合支所長 ……… 木村 順一君   橘総合支所長 ………… 東原 平典君 

会計管理者兼会計課長 ……………………………………………………… 岡本 洋治君 

教育次長 ……………… 中野 守雄君   公営企業局総務部長 … 河村 常和君 

総務課長 ……………… 奈良元正昭君   財政課長 ……………… 中村 満男君 

税務課長 ……………… 福田 美則君   商工観光課長 ………… 吉村 昭夫君 

農林課長 ……………… 中原 義夫君                      

────────────────────────────── 

午前９時30分開議 

○議長（荒川 政義君）  改めまして、おはようございます。 

 昨日の本会議に引き続き、これから本日の会議を開きます。 
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 新山玄雄議員から遅刻の通告を受けております。 

 本日の議事日程は、お手元に配布してあるとおりです。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．議案第１号 

日程第２．議案第２号 

日程第３．議案第３号 

日程第４．議案第４号 

日程第５．議案第５号 

日程第６．議案第６号 

日程第７．議案第７号 

日程第８．議案第８号 

日程第９．議案第９号 

日程第１０．議案第１０号 

○議長（荒川 政義君）  日程第１、議案第１号平成２４年度周防大島町一般会計予算から、日程

第１０、議案第１０号平成２４年度周防大島町公営企業局企業会計予算までの１０議案を一括上

程し、これを議題といたします。 

 日程第１、議案第１号平成２４年度周防大島町一般会計予算の補足説明を求めます。星出総務

部長。 

○総務部長（星出  明君）  議案第１号平成２４年度周防大島町一般会計予算について、補足説

明をいたします。 

 予算書及び事項別明細書につきましては、一般会計と特別会計で別冊となっております。 

 一般会計の予算書を御用意ください。 

 それでは、一般会計予算の補足説明をさせていただきます。 

 予算書の１ページをお願いいたします。 

 第１条におきまして、歳入歳出予算の総額を１３８億８,８００万円と定めております。対前

年度比３.３％、４億３,８００万円の増額予算となっております。 

 １１ページをお願いします。第２条、債務負担行為は、第２表のとおり、久賀中学校校舎改築

工事に係る平成２５年度の限度額４億４,３００万円を定めるものであります。 

 第３条、地方債は１２ページをごらんください。 

 １２ページの第３表のとおり、それぞれの事業実施に当たり、起こすことのできる地方債の目

的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法を定めるものであり、その限度額を１３億

５,０００万円と定めるものであります。 
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 第４条は、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の最高額を３０億円と定

めております。 

 第５条は、歳出予算の流用でありますが、歳出予算の各項の経費の金額を流用することができ

る場合は、同一款内における給料等の項間の流用と定めるものであります。 

 それでは、事項別明細書により、順を追って歳入歳出予算の主なものにつきまして御説明をさ

せていただきます。 

 まず、歳入でございます。 

 事項別明細書の５ページをお願いいたします。 

 １款町税の１項町民税は、５億４,７９０万２,０００円を計上いたしました。年少扶養控除の

廃止による影響額や景気の動向、人口減等を踏まえ、対前年度費１,２９０万９,０００円の増額

計上であります。 

 ２項固定資産税は、新築・増改築の減に加え、評価替えの影響から対前年２,１００万

６,０００円減の６億５,０６５万４,０００円の計上であります。 

 ６ページの３項軽自動車税、４項たばこ税、５項入湯税につきましては、２３年度の調定額を

参考に積算し計上しております。 

 たばこ税は、２３年度において税率改正により喫煙者の大幅な減少を見込んでいたため、この

たび１,３００万円の増額計上となっております。 

 ７ページの２款地方譲与税から、８ページの７款自動車取得税交付金までは、いずれも地方財

政計画に基づく試算により計上をしております。 

 同じく８ページの８款地方特例交付金１項地方特例交付金は、子ども手当に係る地方特例交付

金及び自動車取得税減税に伴う減収補てん特例交付金がいずれも廃止となったため３,７００万

円の減額計上となっております。 

 ９ページの９款地方交付税は、地方財政計画におきましては、対前年度比０.５％の増額とな

っておりますが、本町の特殊要因を考慮し、また、試算を行い、０.４％減の８０億８,０００万

円を計上しております。内訳は、普通交付税７３億円、特別交付税７億８,０００万円でありま

すが、特別交付税は、福祉事務所設置に伴う措置額や、前年度当初算定で考慮した普通交付税へ

の１％移行分がなくなったことにより、対前年２億５,０００万円の増額計上となっております。 

 １０款交通安全対策特別交付金は、前年並みの３００万円を計上いたしました。 

 １１款分担金及び負担金１項負担金は、老人保護措置費負担金として３,２１９万４,０００円、

児童福祉費負担金、保育料でありますが、公立・私立を合わせ６,９６８万８,０００円の計上が

主なものであります。 

 １０ページの１２款使用料及び手数料のうち１項使用料は、町営駐車場、斎場、市民農園、中



- 106 - 

小企業従業員住宅、星野哲郎記念館、公営住宅、スクールバス等々、町内各施設の使用料として、

１２ページの最下段にありますように１億７,１８７万６,０００円を計上しております。 

 １３ページの２項手数料は、戸籍、住民票等の発行手数料、ごみ処理手数料等を合わせて

２,７０８万７,０００円の計上であります。 

 １４ページ１３款国庫支出金の１項国庫負担金は、国保基盤安定負担金、障害者自立支援給付

費負担金、私立保育所運営費負担金、子ども手当負担金等に、福祉事務所関係経費の児童扶養手

当負担金１,６５５万円と生活保護費負担金３億１８４万８,０００円が新規計上となり、総額

８億１７７万円の計上であります。なお、障害者自立支援給付費負担金は、約２,７００万円の

増額、子ども手当負担金は約５,４００万円の減額計上となっております。 

 １５ページの２項国庫補助金のうち１目総務費国庫補助金では、再編交付金１億３,１６９万

２,０００円の計上であります。なお、再編交付金で行う事業は、当初予算案の概要２８ページ

に掲げているものであります。 

 ２目民生費国庫補助金は、福祉事務所事務経費に充当するセイフティーネット支援対策等事業

補助金、また地域生活支援事業補助金、子育て支援センター事業等に係る子育て支援交付金等を

合わせ１,７８７万３,０００円の計上であります。 

 ３目衛生費国庫補助金は、合併浄化槽設置補助に係る循環型社会形成推進交付金、がん検診推

進事業補助金など、４目農林水産業費国庫補助金は、海岸保全施設整備事業補助金１億１,２５０万

円の計上であります。 

 ５目土木費国庫補助金は、民間住宅耐震診断や改修等に係る補助金、公営住宅長寿命計画作成

交付金を計上しております。 

 １６ページ、６目教育費国庫補助金は、久賀中学校校舎改築事業に伴う学校施設環境改善交付

金や、防音施設周辺防音事業補助金、また、久賀の諸職用具の保存修理を行うための重要有形民

俗文化財修理事業補助金の計上であります。 

 ３項国庫委託金は、外国人登録基礎年金等に係る事務委託金を計上しております。 

 １７ページの１４款県支出金１項県負担金は、国保基盤安定負担金、障害福祉費負担金、後期

高齢者基盤安定負担金、私立保育所運営費負担金、子ども手当負担金等に、新規に生活保護費負

担金を加え、合わせて３億７,３０２万円の計上であります。 

 １８ページの２項県補助金のうち、１目総務費県補助金は、新たに離島高校生修学支援費補助

金１８０万円を計上しております。 

 ２目民生費県補助金では、福祉医療費補助金、国保負担軽減対策費助成事業補助金、障害者自

立支援特別対策事業費補助金、児童クラブ運営に係る放課後子どもプラン推進事業補助金、延長

保育促進事業補助金等が主なものであります。 
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 １９ページの３目衛生費県補助金は、広域水道出資債元利補給金、浄化槽設置整備事業補助金、

用水供給事業分が新たな制度で、平成２８年度までの５カ年延長された水価安定補助金、妊婦一

般健診に係る妊婦健康診査臨時特例交付金、子宮頸がん等ワクチン接種緊急促進臨時特例交付金

が主なものとなっております。 

 ４目農林水産業費県補助金は、中山間地域等直接支払交付金事業補助金、やまぐち集落営農生

産拡大事業補助金、新規就農者確保事業補助金、海岸保全施設整備事業補助金、また新たに、漁

港漁場機能高度化保全計画策定に係る水産物供給基盤機能保全事業補助金の計上であります。 

 ５目商工費県補助金は、廃止路線代替バス運行事業補助金、生活バス路線対策事業補助金が主

なものでありますが、緊急雇用創出事業に係る補助金の影響により７,９４０万５,０００円の大

幅な減額となっております。 

 ６目土木費県補助金は、住宅・建築物耐震化促進事業補助金の計上であります。 

 ７目教育費補助金は、国体開催費補助金の影響から４,７５２万８,０００円減額の２０３万

３,０００円の計上となっております。 

 ２１ページ、３項県委託金の１目総務費県委託金につきましては、県税徴収事務委託金、県知

事選挙及び瀬戸内海海区漁業調整委員選挙委託金の計上が主なものであります。 

 ２２ページの４目農林水産業費県委託金は、県営農業基盤整備事業の耕作放棄地解消発生防止

基盤整備事業換地事務に係る委託金７００万円を新規に計上しております。 

 ５目商工費県委託金は、片添ケ浜海浜公園の指定管理料として２,７７４万３,０００円を計上

しております。 

 ６目土木費県委託金は、樋門の管理委託金、都市計画基礎調査委託金等の計上が主なものであ

ります。 

 ２３ページ、７目消防費県委託金は、防災センターの指定管理料を２,６７３万２,０００円計

上いたしました。 

 １５款財産収入では、財産運用収入として土地及び建物の貸付収入、教員住宅家賃収入及び各

基金の利子収入を計上しております。 

 ２５ページの１６款寄附金は、ふるさと寄附金１７０万円、星野哲郎スカラシップ寄附金

１００万円の計上が主なものであります。 

 １７款繰入金は、財政調整基金２億１,３９１万８,０００円、ちびっ子医療費助成事業基金

１,５７５万２,０００円、観光振興事業助成基金１,０５４万１,０００円、福祉医療費一部負担

金助成事業基金１,４４１万円、ふるさと応援基金２４０万円、ＣＡＴＶ加入促進事業基金

２,０００万円、外国語活動推進事業基金７８６万４,０００円を、それぞれの基金条例の目的に

応じ、取り崩すこととしております。 
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 なお、各基金の平成２４年度末における基金残高見込みは、当初予算案の概要の８ページに掲

げてございます。 

 ２６ページの１８款繰越金は１,０００万円の計上であります。 

 ２７ページの１９款諸収入３項貸付金元利収入は、中小企業勤労者小口資金貸付金、住宅新築

資金等の貸付金などの計上であります。 

 ２８ページ、４項雑入では、学校給食収入５,２４９万４,０００円、福祉医療費高額払戻金、

有害鳥獣捕獲分担金、建設残土処理場使用料、ごみ収集袋売上代金、片添ケ浜施設使用料、指定

管理者町納付金等を計上し、総額１億８,８６１万３,０００円の計上となっております。 

 ３１ページは２０款町債であります。 

 臨時財政対策債６億５,０００万円に加え、海岸保全施設整備事業、久賀中学校校舎改築事業、

斎場建設事業など、各種事業に充当するため１３億５,０００万円の計上であります。 

 地域情報通信基盤整備事業による過疎対策事業債の減、斎場建設事業に伴う合併特例債の増等

により、対前年度比７,５９０万円、５.３％の減となっております。 

 なお、福祉対策事業債においては、大島本線バス運行補助事業、福祉タクシー利用助成事業等、

ソフト事業分も計上しております。 

 以上が歳入でございます。 

 続きまして、歳出の主なものを御説明いたします。 

 ３３ページをお開き願います。 

 １款１項１目議会費は、総額で１億２,９０６万５,０００円の計上であります。 

 職員人件費並びに議員報酬、議会運営経費等の計上でありますが、昨年、地方議会議員年金制

度が廃止され、これに伴う年金あるいは一時金の支払いに必要な財源は、毎年度現職議員の標準

報酬総額に応じて、各地方公共団体が負担することとなりました。これにより、このたび議員共

済組合負担金として２,７８７万９,０００円を計上いたしました。 

 ３５ページの２款総務費１項総務管理費１目一般管理費の職員人件費は、特別職、一般職

７２名分の給料、各種手当、共済費、退職手当組合負担金等を合わせて８億７,９６５万

６,０００円の計上であります。 

 ３６ページの行政一般経費につきましては、５,７２９万６,０００円の計上となっております。 

 委託料の法制ソフト支援システムは、地方分権一括法に適切に対応するため、増額計上いたし

ました。 

 ３８ページの契約管理一般経費では、２３年度に関係課での入札情報等を共有する目的で契約

管理システムを導入したため、そのシステム使用料及び保守料を計上しています。 

 ３９ページの２目文書広報費のうち文書広報事業費は、情報公開審査委員及び個人情報保護審
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査委員の報酬をそれぞれ増額計上しております。 

 ４０ページ、情報通信施設管理経費は、防災行政無線維持管理経費で１,６１０万３,０００円

の計上であります。 

 地域情報通信基盤整備推進事業では、主にＣＡＴＶ情報チャンネル番組制作委託料及び地域情

報通信基盤整備推進事業、ＣＡＴＶ加入促進事業の補助金等を計上しております。 

 地域情報チャンネル番組制作委託料は、周防大島町の行政情報やイベントなどの番組制作を行

うための経費であります。 

 地域情報通信基盤整備推進事業補助金は、浮島地区に無線によるインターネット回線を整備す

るもので、昨年から実施しましたＣＡＴＶ整備事業と同様に、事業費の８５％を補助することと

しております。 

 ４２ページの５目財産管理費、財産管理一般経費は、公共施設及び公用車の保険料等の計上に

加え、指定管理を行っている施設の協定に基づく町が行うべき場合の修繕費として５００万円、

工事請負費１,０００万円、備品購入費として３５０万円を一括し、計上しております。 

 ４３ページ、基金管理経費は、基金利息の積立金の６７万５,０００円の計上であります。 

 ４４ページの６目企画費、企画一般経費は、２,１４６万５,０００円の計上であります。ここ

では、旧田布施農高大島分校跡地利用に係る経費として、賃金、光熱水費、浄化槽維持管理委託

料等を計上しております。 

 また、当初予算の概要の１２ページにも掲載しております、周防大島高校を支援する会補助金、

離島高校生修学支援費補助金及び定住促進対策事業に係る経費についてもここに新規計上してお

ります。 

 周防大島高校を支援する会補助金は、少子化が進み、周防大島高校の入学希望者が減少する現

状から、寮費等の一部を助成するなど教育活動を支援し、魅力ある学校にしていこうとする活動

を助成するものであります。 

 離島高校生修学支援費補助金は、離島に住む高校生が、通学費や自宅を離れての居住費の負担

が大きいため、これらを対象に修学支援をしようとするもので、国及び県からの補助金を受けて

行うものであります。 

 定住促進対策事業については、協議会を設置し、町内移住希望者へ、住や食の情報交換。提供

の場を設けるとともに、新たな産業興しに取り組もうとするもので、協議会への補助金及び備品

購入費等を計上しております。 

 ４５ページのふるさと応援事業は、ふるさと寄附金を財源としての、ふるさと応援基金への積

立金１７０万円を計上しております。 

 また、この基金を活用し、文珠山展望台の望遠鏡、公共施設に備えつける自動血圧測定器を整
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備することとしております。 

 また、衛生費に計上しておりますが、町民健康福祉大会の開催経費にも、ふるさと応援基金を

充当させていただくこととしております。 

 ４６ページ、海域保全管理事業は、ニホンアワサンゴ群生地の周辺海域保全と資源活用の検討

を進めるための経費を新規に計上しております。 

 ７目支所及び出張所費では１億３７８万９,０００円を計上し、各庁舎の維持管理及び工事請

負費、原材料費、小規模施設整備事業補助金により、地域住民からの要望に迅速に対応するもの

であります。 

 また、各出張所経費に非常勤嘱託員の報酬を計上しております。 

 ５４ページの８目電子計算費は、各庁舎を結ぶＬＡＮシステムの通信運搬費、電算システムの

保守料及び借上料等の計上でありますが、合併当初に導入した基幹系システム並びに情報系シス

テムを２３年度途中に更新したため、事務機器借上料等が大幅な増額計上となっております。 

 ５５ページの９目地域振興費の地域づくり推進事業は、自治会振興奨励金、活力と魅力ある町

づくりの推進を目的に、地域づくりのための事業を公募し、選考により支援をする地域づくり活

動支援事業補助金の計上が主なものであります。 

 ５６ページの町人会経費は、各地区の町人会への参加経費であります。 

 同じく、５６ページの１０目交通安全対策費につきましては、交通安全に係る啓発経費、交通

安全対策協議会、交通事故相談所、交通安全協会への負担金の計上であります。 

 ５７ページの１１目諸費は、５１０万２,０００円の計上であります。県市町総合事務組合を

はじめとする各種団体への負担金が主なものであります。 

 ５８ページからは、２項徴税費でございます。１目税務総務費の税務一般経費は、６２１万

７,０００円の計上であります。償還金４５０万円が主なものであります。 

 ５９ページの２目賦課徴収費は、納税通知書の印刷経費及び郵送経費を、また、滞納整理に積

極的に取り組むために、支払督促に係る経費、あるいは差押不動産鑑定評価業務、弁護士業務等

の経費を計上いたしました。 

 ６１ページの３項戸籍住民基本台帳費の戸籍住民基本台帳一般経費につきましては、戸籍総合

システム等の保守並びに借上料の計上でありますが、住民基本台帳法の改正により、外国人住民

が住民基本台帳の登録対象者に加えられるため、昨年に引き続きシステム改修の経費を１,８６３万

８,０００円計上しております。 

 ６２ページ、４項選挙費であります。選挙管理委員会経費は、選挙管理委員の報酬等の計上と

なっております。６３ページは、８月２１日に任期満了となります山口県知事選挙経費２,４９３万

１,０００円を計上しております。６４ページ、６５ページには、１１月１３日に任期満了とな
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ります町長選挙、町議会議員選挙の経費をそれぞれ計上しております。６７ページは、８月７日

に任期満了となります瀬戸内海海区漁業調整委員選挙経費の計上であります。 

 ６８ページの５項統計調査費は１２９万９,０００円を計上し、経済センサス調査等を行うも

のであります。 

 ６９ページの６項監査委員費は、監査委員報酬等で１０４万２,０００円の計上であります。 

 続いて、３款民生費になります。７０ページをお願いいたします。 

 まず、１項社会福祉費であります。 

 １目社会福祉総務費におきましては、社会福祉総務一般経費では、主に町社会福祉協議会への

補助金４,９８９万３,０００円を含む６,１７１万７,０００円を計上いたしました。 

 福祉タクシー利用助成では、人工透析の必要な方の年間利用回数を２４回から４８回に拡大す

ることとし、７３６万９,０００円の計上でありますが、その財源として、過疎債のソフト事業

分を充当しております。 

 ７１ページの民生委員児童委員会経費は、民生委員児童委員の活動費として１,５０７万

６,０００円を計上しております。 

 福祉医療事業は、１億６,２６５万４,０００円の計上であります。福祉医療費一部負担金助成

事業基金で対応しての予算計上であります。 

 ちびっ子医療費助成事業は、１,６０７万３,０００円を計上いたしました。小学生以下のすべ

ての子供の医療費を無料化するものであります。財源は、ちびっ子医療費助成事業基金でありま

す。 

 ７３ページの福祉センター運営経費は、久賀福祉センターの管理運営経費５９６万８,０００円

の計上であります。 

 ７４ページの社会福祉施設整備事業経費は、各社会福祉施設整備に係る町の債務負担分等の計

上であります。 

 ２５２ページの支出予定額調書にありますとおり、ほのぼの苑、白寿苑につきましては平成

２４年度、やまびこ苑につきましては平成２６年度までの予定であります。 

 ７５ページの２目障害福祉費の障害福祉一般経費につきましては、障害福祉計画に係る経費及

び各種障害者団体等への補助金・負担金の計上であります。 

 ７６ページの障害者地域生活支援事業は、１,５４５万９,０００円の計上であります。障害者

への訪問入浴サービス事業、相談支援事業、移動支援事業、日中一時支援事業、コミュニケーシ

ョン支援事業、日常生活用具給付事業及び自動車運転免許取得費助成事業等の計上であります。 

 同じく、７６ページの障害者自立支援給付費事業は、４億２,０７２万９,０００円の計上であ

ります。負担金として、障害者に対する在宅でのサービスや施設への入所、通所に要する介護給
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付費・訓練等給付費、特定障害者特別給付費、事業所の収入減を補てんする事業運営安定化給付

費、扶助費として補装具費給付費の計上が主なものであります。なお、法改正等に伴い、前年度

比５,２６３万１,０００円の増額となっております。 

 ７７ページの障害者区分認定等事業は、介護保険と同様に障害者もその程度を認定する経費と

して、審査会委員の報酬等の計上であります。 

 ７８ページの更生医療事業は２,５７５万９,０００円の計上であります。生活保護世帯の給付

対象者の増により増額となっております。 

 特別障害者手当等給付事業は、福祉事務所設置に伴う新規の計上で、特別障害者手当及び障害

児福祉手当をそれぞれ扶助費として計上しております。障害児施設給付費事業は、法改正により

市町村が給付事務を行うこととなったもので新規の計上であります。 

 ７９ページ、３目老人福祉費は、老人福祉一般経費において、はり・きゅう等施術助成事業、

ねたきり老人等紙おむつ助成事業を引き続き実施することとしておりますが、いずれも減少の傾

向にあります。 

 ８０ページ、老人福祉事業は、高齢者生活福祉センターしらとり苑及び和田苑の指定管理料、

及び養護老人ホームの入所に対する老人保護措置費の計上であります。敬老会事業は、７０歳以

上の方を対象に実施いたします敬老会の経費であります。 

 介護予防・地域支え合い事業（補助）につきましては、老人クラブへの助成であります。単位

老人クラブへの補助金及び老人クラブ連合会が実施する健康づくり事業等への補助金であります。 

 ８１ページ、介護予防・地域支え合い事業（単独）は、町単独で取り組む事業に係る予算で、

２,６９３万１,０００円の計上であります。訪問理美容サービス、食の自立支援事業、外出支援

サービス事業、生きがい活動支援通所事業、緊急通報システム事業、老人クラブに対する高齢者

の地域活動等事業補助を実施するものであります。 

 県後期高齢者医療広域連合事業は、４億２,４６８万８,０００円を計上しております。医療給

付費の１２分の１を負担する後期高齢者療養給付費等負担金４億２,２９０万６,０００円、事務

費等負担金１７８万２,０００円の計上であります。 

 ８２ページの老人保健精算事業は、老人保健事業特別会計を平成２２年度で廃止いたしました

が、廃止後の過誤請求等に対応するための予算で１８万５,０００円の計上であります。 

 ４目国民年金費は、人件費及び事務費として７６３万７,０００円の計上であります。 

 ８３ページの５目介護保険対策費につきましては、制度改正に伴う介護システム改修に要する

委託料が主なものであります。 

 ８４ページ、２項児童福祉費でございます。１目児童福祉総務費のうち、児童福祉総務一般経

費におきまして、乳児及び保育所に絵本などを贈呈する読み聞かせサポート事業を引き続き実施
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することとしております。 

 ８５ページの児童福祉事業は、町内６カ所の児童クラブの運営委託料、子育て支援センター業

務委託料及び母親クラブ３クラブへの助成金の計上であります。 

 児童クラブにつきましては、３クラブには、障害児の受け入れに対する加算を予定しておりま

す。 

 子育て支援センターは、たちばなケアプラザに開設しております子育て支援センターを廃止す

るとともに民間に委託し、町内３カ所にセンターを開設することにより、身近で参加しやすい環

境に改めようとするもので１,３５０万円の計上であります。 

 ８６ページの児童公園等管理経費は、町内１０カ所の児童公園の維持管理経費１１６万

８,０００円の計上であります。 

 児童館運営経費は、３１９万７,０００円を計上しております。 

 ８７ページ、家庭児童相談援助事業は、福祉事務所の設置に伴う新規計上で、家庭児童相談室

を設置し、家庭相談員を配する経費が主なものであります。 

 同じく８７ページ、２目児童措置費の子ども手当事業は、子ども手当の給付に要する事務費と

給付費で１億６,９１９万７,０００円を計上いたしました。３歳未満児には月額１万５,０００円、

３歳以上小学校終了前までは月額１万円で、第３子以降は月額１万５,０００円、中学生は月額

１万円とし、所得制限世帯は月額５,０００円となっております。財源は、国の定める負担割合

により計上しております。 

 ８８ページ、３目母子福祉費は、福祉事務所の設置に伴う事業をそれぞれ計上し、５,６７３万

円の新規計上となっております。 

 まず児童扶養手当事業は、ひとり親世帯等の養育支援をするもので、児童扶養手当の扶助費

４,９６５万円が主なものです。 

 ８９ページ、母子家庭自立支援給付金事業は、母子家庭の自立のための就業支援を行うもので、

扶助費３０９万２,０００円の計上であります。母子自立支援相談事業は、母子自立支援に係る

相談事業を実施するもので、母子自立支援員への報酬が主なものとなっております。 

 母子生活支援施設措置委託事業は、心身と生活を安定させるため、母子生活支援施設へ入所措

置を取った場合の施設への支弁経費の計上であります。 

 ４目保育所費は、町内３カ所の町立保育所の運営費として、人件費を含め１億３,７８６万

７,０００円の計上であります。なお、９２ページ日良居保育所運営経費につきましては、本年

度より指定管理制度により運営いたしますので、指定管理料４,０７１万３,０００円の新規計上

となっております。 

 ９３ページ、５目保育所運営費は、私立保育所運営委託料、障害児保育事業、一時保育事業、
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延長保育促進事業、地域活動事業、保育の質の向上のための研修事業に対する子育て支援特別対

策事業補助金、施設整備費補助金の計上で４億７４１万１,０００円の予算となっております。 

 施設整備費補助金は、私立保育所が保育環境の改善のために、施設の改修や設備の整備を行お

うとする場合に、経費の一部を助成することにより、保育所運営の安定を図るとともに子育て支

援を行うもので、町が単独で行う新規事業であります。予算は８００万円を計上し、補助率は

４分の３、補助金の上限額は１００万円としております。 

 地域活動事業補助金につきましては、補助金は廃止となりましたが、町単独で継続することと

しております。 

 ９４ページ、３項生活保護費は、福祉事務所設置に伴う新規計上であります。 

 １目生活保護総務費では、生活保護等関係事務に要する職員人件費４,０３２万６,０００円及

び事務経費として、生活保護総務一般経費９４９万３,０００円を計上しております。 

 生活保護総務一般経費は、嘱託医への報酬、システムの保守管理業務委託料、県からの派遣職

員給与費負担金が主なものであります。 

 ９５ページ、２目扶助費は、生活保護費関係の扶助費４億２４６万５,０００円の新規計上で

あります。 

 続きまして、９６ページから４款衛生費１項保健衛生費になります。 

 １目保健衛生総務費のうち、保健総務一般経費では、町民健康福祉大会を開催することとし、

その経費を新規に計上しております。近年の医療費の増加は、生活習慣病などが起因していると

推測され、特定健診などの受診率を高める一方で、住民に健康・福祉・介護への意識を高めてい

ただく契機が必要と考え、実施することといたしました。 

 また、情島島民に対する離島巡回診療を引き続き実施する委託費も計上しております。 

 ９８ページの母子保健事業であります。 

 妊婦一般健診等、従来の健診事業に加え、新たに５歳児発達健診、発達相談を実施することと

し、これに要する経費を計上しております。就学前児童の言語理解力や社会性などの確認を通じ

て、集団行動や社会生活の中での支障となる発達の偏りを発見し、育児支援を行おうとするもの

であります。町単独事業として、特定不妊治療費助成金４５万円についても、引き続き計上いた

しました。医療保険が適用されない不妊治療につきましては、国及び県で１回当たり１５万円の

助成を行っておりますが、１回当たり平均３０万円が必要であり、自己負担が１５万円と高額と

なることから、少子化の著しい本町といたしましては、その補充残について７万５,０００円を

限度に助成することとしております。 

 ９９ページの精神保健事業は、３４３万７,０００円の計上であります。精神障害者相談支援

機能強化事業、精神障害者地域活動支援センター設置負担金が主なものであります。 
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 １００ページの救急医療体制事業は１,２０９万８,０００円を計上し、町内の休日医療体制及

び柳井広域圏の救急医療体制の確立を図るものであります。たちばなケアプラザ管理経費は、光

熱水費等ケアプラザの維持管理経費２８０万８,０００円の計上であります。 

 １０１ページのしまとぴあスカイセンター管理経費は、光熱水費、社会福祉協議会へ委託する

管理委託料等を合わせ４６５万６,０００円の計上であります。 

 ２目予防費の健康増進事業は、基本健診、節目検診としての骨粗鬆症、歯周疾患検診及び肝炎

ウィルス検診を実施する経費として２８６万３,０００円の計上であります。 

 １０２ページの検診事業は、２,４３９万６,０００円を計上いたしました。従来の子宮がん及

び乳がん検診に加え、本年度から大腸がん検診についても一定の年齢に達した人に無料クーポン

券と検診手帳を配布し、受診勧奨を行います。また、脳ドック検診についても、４０歳から

６０歳の５歳刻みの到達者を対象に、脳ドッグ検診費用の一部を助成する事業を新たに実施いた

します。前立腺がん検診については、昨年から検査項目に追加し、特定健診との同時受診により

受診率の向上に努めております。いずれも受診率を高め、病気を早期に発見することにより、町

民の健康づくりを図ろうとするものであります。また、検査項目の追加、データの的確な更新等

に対応するため、検診システム改修委託料を計上しております。 

 予防接種事業は、小児に対する三種混合・麻疹・風疹・日本脳炎等、高齢者に対するインフル

エンザ、子宮頸がん、インフルエンザ菌ｂ型、小児用肺炎球菌ワクチンの接種経費を計上してお

ります。 

 次に１０３ページの３目環境衛生総務費のうち、１０４ページの環境衛生総務一般経費では、

住宅用太陽光発電システム設置費補助金を計上しております。国の住宅用太陽光発電システム設

置費補助金に町が上乗せして補助金を交付するものですが、１キロワットあたり１万円の補助金

を引き続き実施することとしております。 

 １０５ページの簡易水道対策事業は、柳井地域広域水道企業団への補助金及び出資金として

４,３０９万円の計上であります。 

 １０６ページの合併浄化槽設置事業は２,３１７万４,０００円を計上し、引き続き合併浄化槽

設置に対し補助を行うものであります。 

 ４目火葬場費、斎場建設事業は、橘斎場に葬儀場を整備するとともに、大島斎場においても祭

壇を整備する事業で、３億１,２２５万円の計上であります。財源は、合併特例債と一部再編交

付金の充当を予定しております。火葬場等管理経費は２,７１０万円を計上し、町内の斎場の管

理運営を行うものであります。 

 １０８ページからは、２項清掃費であります。１０９ページ、久賀東庁舎維持管理事業は、環

境生活部が執務を行っております久賀東庁舎の維持管理経費３６２万９,０００円の計上であり
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ます。 

 ２目じん芥処理費のうち、１１０ページ、じん芥処理経費は、合併特例債による久賀地区の清

掃車１台更新を含むごみ収集委託等の経費９,３４３万８,０００円を計上しております。 

 また、ＰＣＢ混入のトランス及びコンデンサーを廃棄処分するため、収集運搬、処分業務の委

託料２１２万５,０００円も新規に計上しております。 

 １１１ページ、じん芥処理施設管理経費は、清掃センターの維持管理経費として１億３,９３１万

６,０００円を計上いたしました。施設の長寿命化のための修繕費５,０７２万７,０００円、施

設の運転管理を外部に委託する委託料は、業務量の増加に伴い６９８万２,０００円増の

４,４９８万２,０００円を計上しております。 

 １１２ページの不燃物処理施設管理経費は、２,８７４万３,０００円を計上し、環境センター

の維持管理を行うものであります。 

 １１４ページの３目し尿処理費、し尿処理経費は、情島、前島、笠佐島のそれぞれ離島におけ

る、し尿処理施設維持管理等の経費の計上であります。し尿処理施設管理経費の１億２８２万

９,０００円は、衛生センターの維持管理経費であります。清掃センターと同様に施設の運転管

理の外部委託により効率的な運用に努めるとともに、施設の延命化を図るための修繕費を計上し

ております。 

 １１６ページからは、５款農林水産業費１項農業費であります。 

 １目農業委員会費、農業委員会一般経費は、農業委員の報酬及び委員会の運営経費であります。

農地の利用状況調査や農家台帳整理のために賃金を計上しております。 

 １１８ページの３目農業振興費の農業振興対策一般経費には６４２万６,０００円を計上し、

農業振興地域整備計画の見直しを行うこととしております。 

 １２０ページの担い手総合支援事業は、１,５６７万２,０００円の計上であります。引き続き、

担い手育成総合支援協議会への支援を行っていくこととしておりますが、新規就農者への支援に

ついて従来の育成補助金に加えまして、対象者を自己経営開始後５年までに拡大し、月額１２万

５,０００円を給付することで経営の安定化を支援することとして、その経費を計上しておりま

す。 

 特産対策事業では４,１４１万２,０００円を計上し、本町の基幹産業である柑橘栽培を支援す

ることとしております。伐採対策を行うかんきつ病害虫特別対策事業、薬剤の助成を行う特殊害

虫緊急特別対策事業、生産施設整備を行うやまぐち集落営農生産拡大事業を引き続き実施する予

定であります。 

 鳥獣被害防止施設等整備事業補助金は１００万円増額し、１,１００万円の計上であります。 

 イノシシの被害対策として設置する防護さく等について、引き続き事業費の半額を、１件当た
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り５万円を限度に助成するものであります。 

 １２１ページの中山間地域等直接支払事業は１,４１２万１,０００円の計上で、３３地区の集

落協定地区を対象にした予算計上であります。 

 １２１ページの橘地区農産物加工センター管理運営経費から、１２２ページの産地形成促進施

設管理運営経費までは、各農産物加工施設の維持管理経費であります。 

 １２３ページ、省エネハウス管理運営事業は、旧東和町西方にありますハウス施設について、

老朽化も著しいため廃止し、解体する経費を計上しております。 

 農園施設管理経費は、市民農園施設の維持管理経費であります。 

 １２４ページの地産地消実践推進事業は、地産地消実践推進プロジェクト委員会へ３０万円を

負担し、直販の検討を行うものであります。 

 大島地区農産物加工センター管理運営経費では、旧田布施農高大島分校の施設を改修整備した

農産物加工施設の管理運営経費１１９万５,０００円を新規に計上いたしました。 

 耕作放棄地解消支援事業は、県営事業で実施します耕作放棄地解消発生防止基盤整備事業のソ

フト事業で、組織づくりに要する経費の計上であります。 

 １２５ページ、４目畜産業費は、東部地区家畜診療所への負担金、酪農振興事業補助金が主な

ものであります。 

 １２６ページの５目農地費の農地一般管理経費は１,０８４万７,０００円の計上でありますが、

工事請負費を５００万円計上し、住民要望への対応が主なものであります。 

 １２７ページの排水施設管理事業は９１７万８,０００円の予算で、農林課所管の町内排水施

設の管理を行うものであります。 

 １２８ページ、単県農山漁村整備事業７００万４,０００円は県の補助を受けて、危険ため池

の解消を図るもので、久賀、いかや田地区、橘の秋地区において実施するものであります。 

 県営農業基盤整備事業は、県が実施いたします中山間地域総合整備事業等の負担金で４,５７２万

５,０００円の計上であります。 

 中山間地域総合整備事業は、農業用用排水施設及び農道の整備、農道保全対策事業は大規模農

道の補修を行うものであります。 

 耕作放棄地解消発生防止基盤整備事業は、区画整理等生産基盤整備を行うもので、久賀地区に

予定しております。 

 農業体質強化基盤整備促進事業は、農業用用排水路の整備を行うもので、町内３カ所を予定し

ております。 

 １２９ページ、農地・水・環境保全向上対策事業は１１７万４,０００円の計上であります。

農地や農業用水等の資源や農村環境を守り、質を高めるために、地域共同活動を行う４カ所の地
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域協議会を支援するものであります。 

 広域農道管理事業３２９万５,０００円は、県から財産移譲を受けた広域営農団地農道の維持

管理経費の計上で、主にはトンネルの維持管理経費であります。 

 団体営ため池等整備事業は、５０２万円の新規計上であります。東屋代樋口地区の危険ため池

の整備を行うもので、平成２６年度に完成の予定です。 

 この事業の完了により、本町の危険ため池はすべて解消されることとなります。 

 １３０ページ６目水田営農費は、農業者個別所得補償制度推進事業として、現地等確認に要す

る経費１４万７,０００円を計上しております。 

 ７目農村環境改善センター費は、蒲野、沖浦、油田、白木の各農村環境改善センターの管理経

費で１,５２７万２,０００円の計上であります。 

 １３４ページ、２項林業費１目林業総務費のうち、有害鳥獣捕獲事業におきましては、タヌキ、

イノシシ等の有害鳥獣を捕獲するための委託料等１,３２４万６,０００円の計上であります。イ

ノシシが増加傾向にあることから、イノシシ捕獲に係る委託料を増額計上しております。 

 １３５ページの２目林業振興費、森林整備地域活動支援交付金事業は、森林の持つ多面的機能

を維持することを目的に、森林整備を図るための交付金であります。 

 １３７ページからは、３項水産業費となります。 

 １３８ページの２目水産業振興費、水産振興対策事業は、８５７万３,０００円の計上であり

ます。昨年実施いたしましたナルトビエイの有害生物駆除のための調査事業を引き続き行うこと

として、１４９万８,０００円の委託料を計上しております。 

 ニューフィッシャー確保育成推進事業補助金は、漁業担い手の育成支援を行うもので３４７万

５,０００円の計上であります。 

 １３９ページの単県農山漁村整備事業（水産振興）は１３２万円を計上し、たこ産卵施設整備

を行うものであります。 

 種苗放流育成事業は８１５万７,０００円の計上でありますが、種苗放流に係る種苗購入経費

を漁協への補助金で対応することとしております。 

 １４０ページの環境・生態系保全活動支援事業は８７万円の計上であります。藻場、干潟等の

保全活動を実施する組織に対し、国・県・町で交付金を交付し、活動を支援するものであります。 

 ３目漁港管理費は１億４,４６５万９,０００円を計上し、町内各漁港施設の維持管理を行うも

のです。 

 委託料では、まず再編交付金を財源に、神浦、和田、船越、内入、外入の漁港海岸陸こう改良

のための測量設計業務２,０００万円を計上しております。 

 また、今後漁協施設の老朽化が進み、大規模な保全改修の必要が見込まれることから、機能保
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全計画を策定し、施設の長寿命化を図りつつ更新コストの平準化、縮減を図るため、漁港漁場機

能高度化保全計画策定業務委託料として４,５００万円を計上しております。このたびは、２種

漁港である白木漁港について実施いたします。 

 漁港施設の補修・改修のための工事請負費につきましては、６,９５０万円を計上しておりま

す。 

 １４２ページの４目海岸保全事業は、和田、森野、白木、志佐の４地区５漁協の海岸保全整備

事業を実施することとし、人件費も含め２億４,３６１万２,０００円の計上であります。 

 １４３ページからは、６款商工費であります。 

○議長（荒川 政義君）  部長、休憩します。 

 暫時休憩をします。４０分まで。 

午前10時24分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前10時42分再開 

○議長（荒川 政義君）  休憩前に引き続き会議を開きます。星出総務部長。 

○総務部長（星出  明君）  それでは、１４３ページをお願いいたします。 

 ６款商工費であります。 

 １項商工費１目商工総務費は、緊急雇用創出事業の影響から７,５４６万６,０００円の大幅な

減額となっております。 

 １４５ページの２目商工業振興費、商工振興事業は、周防大島町商工会への商工振興事業補助

金１,００３万円と商工業者に対する利子補給等融資事業に係る予算の計上であります。 

 １４６ページの交通対策事業は、生活交通路線維持負担金２,５８２万８,０００円、自治会が

設置するバス待合所設置に係る補助金３２万円の計上が主なものであります。 

 １４７ページ、廃止バス路線代替運行事業は、奥畑線に係る生活バス路線対策補助金５２９万

２,０００円の計上であります。離島交通対策経費４７０万９,０００円は、笠佐航路の運航経費

であります。 

 １４８ページのウインドパーク管理運営経費は、１,１７５万３,０００円を計上し、ウインド

パークの管理運営を行うものであります。 

 １４９ページの竜崎温泉管理運営経費は、１,８０６万３,０００円を計上いたしました。指定

管理の委託料１,２４０万円、源泉水中ポンプの購入費２２１万６,０００円と取替工事費

１４０万７,０００円、また、指定管理回数券利用負担金として２００万円の計上であります。 

 ながうらスポーツ滞在型施設管理運営経費は、指定管理料１,２８０万円、フェンス等施設の

改修工事費２４２万４,０００円、寝具等の備品購入費３２７万５,０００円を含み、１,９１９万
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６,０００円の計上であります。 

 １５０ページの中小企業従業員住宅管理経費４１６万４,０００円は、森、外入、沖家室団地

の施設の修繕と、外入団地敷地の舗装工事が主なものであります。 

 ３目観光費のうち、観光一般経費は委託料において、東和地区の陸奥記念館、陸奥野営場及び

なぎさ水族館の３施設並びに青少年旅行村、サン・スポーツランド片添及び片添ケ浜温泉遊湯ラ

ンドの３施設に係る指定管理料７４０万２,０００円を計上するとともに、遊湯ランドは、空調

機更新工事設計管理委託料４９万９,０００円を計上いたしております。 

 工事請負費には、遊湯ランド空調機更新工事ほか１,５８３万６,０００円を計上しております。 

 負担金補助及び交付金では、周防大島観光協会補助金２,２３１万８,０００円、観光振興事業

補助金４８０万円、また、新規に柳井地区広域で観光パンフレットを作成するための柳井地区広

域行政連絡協議会負担金１００万７,０００円を計上しております。 

 １５２ページの体験交流型観光推進事業は４１３万３,０００円の予算計上を行いました。体

験型修学旅行の誘致など、体験交流型観光を推進するものですが、平成２１年度から本格的に修

学旅行生の受け入れを開始し、平成２４年度は２２校、約４,３００人を受け入れる予定となっ

ております。 

 公園等管理経費につきましては、屋代ダム公園等の管理経費を、また、町が県から指定管理者

として指定されております片添ケ浜海浜公園について、社団法人東和ふるさとセンターへ再委託

することとして、その委託料を計上しております。 

 １５４ページのやしろ郷ふれあいの里事業は、フィッシングビレッジやしろ郷及び自光寺ピッ

コロランドにつきましては、引き続き休止することとし、周辺の草刈り業務及び借地料の計上で

あります。 

 星野哲郎記念館管理運営経費は、２,４５５万９,０００円の計上となっております。記念館の

メインブースである星野劇場に設置しているプロジェクターに不具合が生じ、放映に支障がある

ため、将来のランニングコストも考慮した上で、新たな機種のプロジェクターに更新する経費を

工事請負費に計上いたしました。 

 １５６ページから７款土木費となります。 

 １項土木管理費１目土木総務費の土木総務一般経費では、引き続き住宅リフォーム資金助成事

業を実施することとし、これまでの実績を考慮して５００万円増額の１,５００万円を計上いた

しました。 

 続いて、１５８ページの２項道路橋りょう費１目道路橋りょう維持費につきましては、町道維

持管理に係る賃金、工事請負費、工事原材料費の計上であります。工事請負費を７,０６０万円

計上し、住民生活に密着した生活道等の整備に当たるものであります。また、街灯の維持管理経
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費も合わせて計上しております。 

 １６０ページの２目道路新設改良費の道路新設改良事業におきましては、道路新設改良のため

の委託料、工事請負費、公有財産購入費及び補償補填及び賠償金等、総額７,０２３万９,０００円

の計上であります。 

 １６１ページ、県事業負担金（道路等）は、庄南地区ほかの道路改良に係る負担金として

３８０万円を計上いたしております。 

 続いて、３項河川費では、１目河川管理費、河川施設管理経費に４４１万１,０００円を計上

いたしましたが、水門、陸閘の管理経費及びフラップゲートの設置工事が主なものであります。 

 ２目河川建設費の河川整備事業は１,１２４万４,０００円の計上でありますが、山根川河川整

備ほか６カ所の工事請負費が主なものであります。 

 １６２ページ、県事業負担金（河川）では、自然災害防止事業、急傾斜地崩壊対策事業等の県

事業負担金として１,９５０万円の計上であります。 

 ４項港湾費のうち１目港湾管理費は、各港湾の樋門、ポンプの管理委託料が主なもので

９７７万円の計上であります。 

 １６３ページの２目港湾建設費、港湾に係る県事業負担金は、海岸侵食対策事業、港湾改修事

業、海岸高潮対策事業等の県事業負担金として２,３８０万円を計上しております。 

 ５項都市計画費、都市計画総務費は、都市計画一般経費では、都市計画基礎調査事業委託料

４５０万円が、都市計画の県事業負担金では、公園施設長寿命化計画事業負担金７０万円が主な

ものであります。 

 １６４ページ６項住宅費であります。 

 １目住宅管理費、公営住宅一般管理経費として、公営住宅の維持管理のための経費２,７６８万

２,０００円を計上いたしました。 

 委託料には、公営住宅の長寿命計画作成業務委託料４５４万７,０００円を計上いたしました。 

 続いて、１６６ページ、８款消防費であります。 

 １項消防費１目常備消防経費は、柳井地区広域消防組合への負担金３億３８８万円の計上であ

ります。 

 ２目非常備消防費、非常備消防経費では、消防団員に対する報酬及び出動手当、消防団員補償

等組合への負担金の計上に加え、備品購入費として５４９万５,０００円を計上いたしました。

これは、火災出動時に可搬式消防ポンプの積み込みを容易にし、より早く消火活動に臨めるよう

に消防機庫に消防ポンプ積込用リフトを配備するものであります。 

 １６８ページの３目消防施設費は、防火水槽等の補修工事費等４４７万９,０００円の計上で

あります。 
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 ４目災害対策費は、３,２７１万２,０００円を計上いたしました。まず、委託料に東日本大震

災の大規模災害を踏まえ、現在の地域防災計画を見直し、新たな地域防災計画を策定するための

経費６９６万２,０００円を計上いたしました。 

 また、工事請負費には、陸上競技場の駐車場の一部を緊急用のヘリポートとして併用するため

の工事費７４８万４,０００円を計上しております。 

 備品購入費１,００１万６,０００円は、災害発生時に確実な通信手段を確保するための衛星携

帯電話購入費と災害対策用の運搬車両購入費の計上であります。 

 負担金、補助及び交付金では、本年度も引き続き、木造住宅の耐震診断及び耐震診断の結果、

改修が必要とされた方が改修を実施する場合に、上限を６０万円としてその経費を助成する補助

金を５戸分３００万円を計上いたしました。 

 また、今日、自主防災組織の重要性が再認識されておりますが、より実効性のある組織とする

ため、自治会防災訓練補助金を引き続き実施するとともに、新たに自主防災組織防災資機材整備

補助金を設け、自主防災組織の活動を支援することとしております。 

 １７０ページの防災センター運営費は、県からの指定管理を受け２,２９２万６,０００円を計

上し、大島防災センターの管理運営を行うものであります。 

 １７２ページからは、９款教育費であります。 

 １項教育総務費では、１７２ページの教育総務経費におきまして、廃校となりました沖浦中学

校校舎解体のための設計業務委託料４０１万１,０００円を計上しております。 

 １７４ページの教職員住宅管理経費には、教員住宅の維持管理に要する経費２２７万６,０００円

を計上しております。 

 １７５ページの学校教育経費では３,５６１万円の予算額でありますが、賃金９０９万

６,０００円を計上し、町内６校において１０名の特別支援教育支援員を配置することといたし

ております。 

 １７６ページからは２項小学校費であります。 

 １目学校管理費の小学校管理事務局経費は、町内１２小学校の光熱水費、電話料等の通信運搬

費、学校警備等の委託料、借地料などの計上でありますが、浮島小学校屋外倉庫の解体及び改築

工事経費として８９２万円を計上しております。 

 １７７ページの小学校事務局経費は、学校医報酬、各種検診等で６９３万３,０００円の計上

であります。 

 １７８ページのスクールバス管理運営経費は、スクールバスの管理運営に要する経費４,５３１万

７,０００円の計上であります。 

 １７９ページ、明新小学校屋内運動場改築事業経費は、耐震性もなく、また老朽化により危険
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な状況にある明新小学校講堂について、新たに屋内運動場として整備するため、解体工事費及び

設計業務委託料を計上しております。 

 久賀小学校経費から１８８ページの安下庄小学校経費までは、１２小学校の運営に係る学校用

務員の賃金、軽微な修繕費等の計上であります。 

 １８８ページの２目教育振興費、小学校教育振興一般経費は、就学援助費等の計上であります。 

 久賀小学校教育振興経費から、１９５ページの安下庄小学校教育振興経費は、各小学校の教材

備品購入等に係る経費の計上であります。 

 １９６ページをお願いいたします。 

 ３項中学校費であります。 

 １目学校管理費、中学校管理事務局経費は１億２,２２３万円を計上しております。光熱水費、

借地料等の管理経費に加えて、東和中学校屋内運動場耐震補強改修工事経費９,００２万

５,０００円及び情島中学校校舎耐震化事業の設計業務委託料７３９万９,０００円を計上いたし

ました。 

 １９７ページの中学校事務局経費は、学校医の報酬、各種検診、遠距離通学補助が主なもので

ありますが、遠距離通学補助は、スクールバスの運行により、浮島地区の生徒分のみとなってお

ります。 

 １９８ページの久賀中学校経費から、２０１ページの安下庄中学校経費までは、町内５中学校

の管理費の計上であります。 

 ２０１ページをお願いいたします。 

 ２０１ページの久賀中学校改築事業経費は３億１,１７２万１,０００円を計上しております。

主には、特別教室棟を解体し、新校舎を建設する工事請負費の計上であります。平成２５年度に

は、引き続き新校舎の建設と普通教室棟の解体及び外構工事を行う計画であります。 

 ２０２ページの２目教育振興費、中学校教育振興一般経費は、１,３６５万１,０００円の計上

であります。県体等派遣補助金、中高一貫教育補助金、就学援助費の計上であります。また、外

国青年英語指導事業において８８４万１,０００円を計上いたしました。再編交付金を活用し、

平成２２年度に外国語活動推進事業基金を造成いたしましたが、この基金を取り崩し、財源とし

ております。本年８月からは、英語指導助手１名の増員派遣を受けて、２名体制により事業に取

り組むこととしております。また、毎年開催しておりますイングリッシュキャンプへの参加希望

者が多く、これに対応するため、英語教育推進事業補助金を増額しております。 

 ２０３ページから２０６ページまでは、各中学校の教育振興経費で、教材備品購入経費等を計

上しております。 

 ２０７ページをお願いいたします。 
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 ２０７ページからは、４項社会教育費であります。 

 １目社会教育総務費、社会教育振興経費では、社会教育課及び各公民館に臨時職員を配置する

こととし、その賃金を５９１万６,０００円、スポーツ・文化等の全国大会への参加者を激励す

るための報償費５０万円、派遣社会教育主事１名分の負担金、婦人会への活動補助金等を計上い

たしました。 

 ２０９ページの青少年健全育成事業では、成人式の開催経費及び町内小学校の６年生を対象に

大島商船高専の大島丸を借り上げ実施する洋上セミナーの補助金、青少年育成町民会議への活動

補助金を計上いたしました。また、地域住民等が参画して取り組む、放課後子ども教室などの教

育支援活動促進事業につきましても、昨年に引き続き取り組むこととし、計上しております。 

 ２１０ページのふるさと文化推進事業は、新規に、文化的な活動により地域の活性化を図ろう

とする事業を公募・選定し、事業費を助成することで活動支援しようとする周防大島町文化振興

事業補助金１００万円を計上いたしました。 

 ２１２ページからの２目公民館費は、久賀、椋野、大島、東和、橘、日良居の各公民館及びか

んころ楽園の管理運営経費及び人件費として６,１４０万円を計上し、生涯学習の推進を図ろう

とするものであります。 

 ２１６ページ、３目図書館費では、職員人件費及び賃金をはじめとして、各図書館の運営経費、

図書購入費を合わせ２,７１１万１,０００円の計上であります。 

 ２１９ページ、４目文化財保護費は、引き続き重要有形民俗文化財修理事業国庫補助金を受け

て、傷みの激しい久賀の諸職用具の補修保存を行うための委託料８６８万５,０００円を計上し

ております。また、服部屋敷の門の傷みが激しいことから、修繕を加えることとしております。 

 ５目社会教育施設費は、大島文化センターをはじめとする町内の各種社会教育施設の管理運営

経費として８,９１８万２,０００円の計上であります。このうち、２２２ページを見ていただき

たいと思います。２２２ページの橘総合センター管理運営経費では、総合センターの雨漏りを解

消するため、屋根防水シートの全面張りかえをすることとし、工事請負費１,９９７万６,０００円

を計上しております。 

 また、２２４ページ、文化交流センター管理運営経費は、１,０９９万円の計上であります。 

 ２２７ページからは、５項保健体育費であります。 

 １目保健体育総務費は、前年度比１億２,２６４万１,０００円の減、３,７４２万１,０００円

となっておりますが、これは国体関係経費の影響によるものであります。 

 国体は、盛会に終えることができましたが、これを一過性のイベントとすることなく、新たな

地域づくりに展開させる方策に取り組んでいきたいと思っております。 

 保健体育一般経費では、各地区で行うスポーツ行事に係る経費として、大島郡体育協会への補
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助金７０９万６,０００円を計上しております。賑わいの創出に向け、スポーツ合宿の誘致など

も積極的に推進したいと思っております。 

 また、大島１周駅伝ほかのイベントを支援する観光振興事業補助金５７４万１,０００円を、

観光振興事業助成基金を取り崩し、計上いたしました。 

 ２２８ページからの２目体育施設管理費は、各種体育施設の管理運営経費の計上であります。 

 ２３０ページの海洋センター管理運営経費におきましては、インストラクター養成研修参加経

費を計上するとともに、備品購入費では、Ｂ＆Ｇ財団より配備予定の救助艇の台車及び３Ｓキャ

ンプで使用するドーム式テントの購入費を計上しております。 

 また、２３１ページの総合体育館管理運営経費では、トレーニングルームのロードランナーを

更新することとし、備品購入費に計上いたしました。 

 ２３３ページ、３目学校給食費は、町内４カ所の学校給食センター並びに浮島、情島の給食調

理場の管理運営経費を合わせて１億２,８６６万９,０００円の計上であります。 

 ２３７ページ、橘地区学校給食センター管理運営経費では、調理室に空調設備を整備する経費

４００万７,０００円を計上しております。４地区の学校給食センターにつきましては、すべて

外部委託による調理、配送業務を行うこととしております。 

 ２３９ページの１０款災害復旧費は、２万円の計上であります。 

 ２４０ページ、１１款公債費では、町債の償還元金１９億８,８３３万２,０００円及び利息

３億７,８３９万７,０００円に一時借入金利息として、５００万円を見込み、合わせて２３億

７,１７２万９,０００円の計上であります。対前年９,２８７万３,０００円、３.８％の減とな

っております。 

 ２４１ページの１２款諸支出金１項繰出金１目繰出金では、説明欄にありますとおり、国民健

康保険事業特別会計から公営企業局企業会計まで、各特別会計への繰出金として２６億７,９１３万

３,０００円を計上しております。 

 ２４２ページの予備費では、３,０００万円を計上しております。 

 ２４３ページからは、給与費明細書であります。 

 ２５１ページは地方債に関する調書、２５２ページは債務負担行為に関する調書となっており

ます。 

 以上で、議案第１号平成２４年度周防大島町一般会計予算について、補足説明を終わります。

何とぞ慎重なる御審議の上、御議決賜りますようお願い申し上げ、補足説明を終わります。 

○議長（荒川 政義君）  説明が終わりましたので、これから質議に入ります。質疑につきまして

は歳入歳出を分け、それぞれ一括質疑で行います。 

 なお、質疑につきましては、ページの御指示をお願いいたします。 
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 歳入について、質疑はございませんか。広田議員。 

○議員（８番 広田 清晴君）  歳入の１番目の項でありますが、ページ数は５ページです。 

 今回、対前年度、個人町民税が１,３８０万８,０００円増というふうになっております。この

点で私は、１点は、人数的なものの報告をお願いしたいというふうに思います。 

 と言いますのが、普通徴収も１,０００万円余りふえておりますし、特別徴収も５００万円余

りふえているという状況が見られますので、人数報告と、わかれば要因も含めて答弁をお願いし

たいというふうに思います。 

 次に、地方交付税等について聞きます。 

 今回、地方交付税については、普通交付税のほうは減で、特別交付税については、いわゆる、

生活保護関係がふえた関係でふえると思われる。私の勘違いじゃったら言うてほしいんですが、

それにしても全体としては、普通交付税は、減と。それで、まあ、最初の町長の報告の中で、国

の指針では、実際的には全体を維持しちょるということですが、本町特有のいわゆる理由がある

という報告がされました。 

 その大きな１つがですね、実際的には、町民の減、これが大きいんだということで、要因の

１つ大きなものとして報告されました。その辺含めてですね、答弁を求めたいと。合わせてです

ね、実際的に、まあ、基準財政需要額はほとんどふえてないんじゃないかというふうに思います

が、あ、基準……収入額ね、収入額のほうはふえてないんじゃないかというふうに思いますが、

実際的には、収入額と支出額、それぞれ報告をお願いしたいというふうに思います、基準財政収

入額。 

 そしてまた、交付税についても、例えば、今までも行ったように一般財源化ということがかな

り進んでおりますが、実際的に、この当初予算の中で、交付税の占める、いわゆるそれぞれの費

目ですよね、例えば、今まで、前回までは、国保関係がありましたよと、そしてそのほか、まあ

ページは飛びますが、実際的には公債費に関する比重、これも今までも答弁を求めてきましたの

で、合わせて答弁を求めておきたいというふうに思います。 

 それと、歳入で、今回初めて県委託金の中で、農林水産業費県委託金ですが、２２ページです。

まあ、これは、新しい事業というふうに思われますが、この委託の事業の中身ですよね、県から

委託されて行う耕作放棄地解消発生防止基盤整備事業換地事務委託金、これが新たな分じゃない

かというふうに思いますが、その説明も求めて、いわゆる、入ってくる基準額について求めてお

きたいというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（荒川 政義君）  福田税務課長。 

○税務課長（福田 美則君）  広田議員さんの御質問、５ページの個人町民税のところなんですが、
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普通徴収の人数としては２,７７０人、給与特別徴収につきましては２,８７０人、年金特別徴収

につきまして２,０１０人、退職分離につきましては５０人というふうに見ております。 

 普通徴収と給与特別徴収の増員の要因としましては、税制改正に伴います年少扶養控除がなく

なったということが要因として上げられます。 

 以上でございます。 

○議長（荒川 政義君）  中村財政課長。 

○財政課長（中村 満男君）  広田議員さんの交付税に関する質問でございます。 

 まず、第１点、交付税の減の主な要因ということでございますが、先ほど言われましたとおり、

測定単位、ですから、まあ人口とか、まあもちろん人口だけじゃないんですけども、そういう測

定単位の減少によるもの。それと、先ほど言われましたけども公債費の関係、それと後、臨時財

政対策債の振りかえの額がふえたというところ、そこらが主な要因でございます。 

 それと、基準財政需要額の見込みといたしまして、算定は８６億９,０００万円、基準財政収

入額の算定では１３億９,０００万円というふうに試算しております。 

 それと、公債費につきましては１５億４,０００万円というふうにいっております。 

 以上です。 

○議長（荒川 政義君）  中原農林課長。 

○農林課長（中原 義夫君）  換地業務の件ですが、県より委託金をいただいて、町よりまた再委

託を土地改良連合会のほうにするようになります。率については１０割であります。 

○議長（荒川 政義君）  広田議員。 

○議員（８番 広田 清晴君）  再質問ちゅう格好ではないんですが、まあ、実際的に交付税の一

般財源化の中で、今年度、いわゆる交付税が、まあ決定は８月以降ですが、実際的には流れの中

で、一般財源化の部分で、この部分がつかめる部分ですよね、まあ、毎年、普通交付税に算入さ

れるべき部分で、それぞれ、例えば、先ほど１１億５,０００万円いうたら、すべての部分か、

それとも実際的には、それぞれ、昨年でしたら国保関係で、６,０００万円程度あったんじゃな

いかというふうに見込まれますが、それと、それ以外もあるんじゃないかと思うが、つかめる範

囲で毎年聞きよるんですが、今の予算の提案の時点で、実際的に普通交付税の中に示されるつか

める範囲での費目、金額を答弁お願いしたいというふうに思います。よろしく。 

○議長（荒川 政義君）  中村財政課長。 

○財政課長（中村 満男君）  普通交付税に含まれる特定目的的なものということでございますね。 

 公営企業局分が約５億３,０００万円、それと国保財政対策の中で一般財源化分ということで

あれば、約５,７００万円ぐらいの試算をしております。 

 公債費は１５億４,０００万円です。 
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○議長（荒川 政義君）  広田議員。 

○議員（８番 広田 清晴君）  まあ、最後になりますが、今回、公債残高が減少傾向にはありま

す、少しずつ減少傾向に、公債費といいますか、ごめんなさい、起債の残高、これが若干ずつ、

国とは違うて減額しよるわけです。 

 それで、実際的に、公債残高に対する、例えば、今までも、私はまあ、ルールといいますが、

公債残高に占める国の負担額ですよね、最近はずんずん、有利な起債とかいう中で、償還の際、

国が負担する額は、私は、率はふえてきよるんじゃないかというふうに思います。それでなぜそ

れを聞くかといえば、町財政の残高イコール中央財源が厳しいという見方をされる人がおります。

しかし、実際的には、国が償還に際して、きちっと支払わんにゃいけんわけですよね、当然。そ

れでそういう、例えば、今年度末で、ページ数は、最後の最後になります２５１ページですが、

２０９億６,７５４万２,０００円、この中に占める償還の際に、国がいわゆる補てんしなければ

いけない額は、当然ですね、町民の皆さん方には伝えとかんにゃいけん、私は数字じゃないかと

いうふうに思います。 

 その点について、実際的に、まあつかめる範囲でね、例えば、償還残高がこれだけありますと、

その中にルール分として、いわゆる何％という言い方が正しいかどうかわかりませんが、約どの

ぐらいはですね、国が償還に際して返しますよと。それを明らかにすることも、基本的には、町

はこの金額だけで判断されたら何もかも値上げをせんにゃあいけんようになるが、実際的にはそ

うなんだよということも示すべきじゃというふうに思います。 

 その点で、答弁を求めておきたいというふうに思います。 

○議長（荒川 政義君）  中村財政課長。 

○財政課長（中村 満男君）  起債償還額に対して、まあ何％ぐらい交付税措置がされるのかとい

うことでよろしいでしょうか。 

 詳細にまでは、はじいておりませんけれども、今時点で試算してみると、５９％から６０％ぐ

らいだと思っております。 

○議長（荒川 政義君）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 続きまして、歳出の質疑を行います。質疑は、全款一括で行います。歳出について質疑はござ

いませんか。広田議員。 

○議員（８番 広田 清晴君）  所管課でいえばあれですが、いわゆる款でいえば商工費、項で商

工費、１４９ページであります。 

 ここでふえておるのは、基本的には指定管理料、今年度分として１,２４０万円ということで
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あります。 

 その点できのうも聞いたんですが、この指定管理料をはじくのが非常に難しいというのはわか

ります。それで、実際的に、まあ初年度より、かなりこの指定管理料が大きくなっているという

ような、全体的からみればわかります。 

 それで、今回予算を組むに当たって、実際的に、まあ例えば、初期投資にかかるとかそういう

ことで、かなり裕度を持った指定管理料の配分をしとるんではないかというふうには見られます。

ほいじゃが、実際的に、その予算を組むときに、どういう基準で組んだのかというのが質問の項

目であります。再度、やっぱり答弁を求めておきたいというふうに思います。 

 それと、次に、観光費について聞きます。 

 観光費の中で、新たに工事請負費１,５８３万６,０００円が予定されております。 

 この内容について報告を求めたいというふうに思います。 

 それと、町観光協会補助金と観光振興事業補助金、これが実際的には、観光協会に補助金とし

て支出されると。これは、対前年度１００％という状況なのかどうなのか、あわせて聞きたいと

いうふうに思います。 

 ただ、あの、私はまあ、できるだけ透明性を高めるようにということで決算のときも言うてき

ました。 

 それで、実際的に、私はかなり透明性は、中身がわかりやすくなってきたんではないかなとい

うふうに思いますので、その組み立てについて求めたいというふうに思います。これが商工観光

にかかわる部分です。 

 そして１７８ページ、スクールバス運行経費について質問します。 

 スクールバス運行経費につきましては２,６３４万円と、スクールバスの白木線運行は

１,６００万円という組み方をしておりますが、スクールバス運行にかかわる委託については、

どういう委託形態を取ろうとするのか、また、実際的にスクールバス運行、いわゆる何線と何線

が１社、何線が１社というふうに答えていただいて、あわせて、実際的な委託契約の方法含めて、

答弁を求めておきたいというふうに思います。 

○議長（荒川 政義君）  スクールバスから、中野教育次長。 

○教育次長（中野 守雄君）  スクールバスでございますが、どういう形態かということでござい

ますが、これは、まあもちろん、入札で業務委託契約するということでございますが、入札前に

業者を集めて、その辺の中身について十分認識いただいて入札を行って、その入札後についても、

いわゆる入札された業者に十分説明して、適正な業務をするように指導しております。 

 それと、どういうふうに路線をくくるのかということでございますが、白木線は１本ですね、

油田・東和線１本、日良居・久賀線１本、そして、三浦・大島線と沖浦・大島線を一くくりにし
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ております。そのほか、屋代・明新線が１本、椋野・久賀線が１本、西安下庄線が１本、源明・

油良線が１本でございます。 

 以上でございます。 

○議長（荒川 政義君）  嶋元産業建設部長。 

○産業建設部長（嶋元 則昭君）  それでは、最初に指定管理料についてお答えいたします。 

 指定管理料の１,２４０万円については、一番多い数字を組んでおります。 

 そして、観光費の中のふえた額の１,５００万円ですが、これは遊湯ランドの空調設備の修理

に関する工事費の増でございます。 

○議長（荒川 政義君）  吉村商工観光課長。 

○商工観光課長（吉村 昭夫君）  観光協会の補助金ということでございます。 

 ２３年度が２,０２０万円、２４年度２,２３１万８,０００円の予算計上をしております。こ

れは、まあ当然実績に応じて、あるいは、今回ふえたのは、もう既に、２１年の１月末ですか、

設置されて観光協会、非常に独自の事業をやっておられるということ、それと、特に今回、サタ

フラあるいは宣伝広告等に金額を投入して、より多くの交流人口を図ろうということで、こうい

った予算計上をしております。 

○議長（荒川 政義君）  広田議員。 

○議員（８番 広田 清晴君）  さっき、部長の答弁を聞きよりますとですね、指定管理料につい

て、実際一番高いところをとったというのは、非常にわかりにくい答弁なんです。 

 ほいじゃけ、やっぱりきちっとね、答弁していただかなければ、例えば、今年度分について

１,２９０万円というのが、一番高いとこっちゅうんが一番わかりにくいんですよ。ほいじゃけ、

もし答弁されるなら、やっぱりその根拠についてもね、一定の根拠を示していただきたいという

のが質問の趣旨であります。 

○産業建設部長（嶋元 則昭君）  どうも失礼しました。 

 竜崎温泉につきましては、今、いろんな状況により、お客さんも少なくなっていると。そして、

初期投資もかかるし、やっぱりお客さんを呼ぶための、最初は広告宣伝とかいろんなものをやっ

てみたいというので、それが１,２４０万円ということになったので計上いたしました。 

○議長（荒川 政義君）  ほかに質疑はございませんか。広田議員。 

○議員（８番 広田 清晴君）  実は、毎年聞きよるわけですが、この予算そのものは、１２月か

ら１月につくると、基本的にはね。それで、いわゆるトータルでの人数、今年度いわゆる予算づ

くりに当たっては、９名の減で計算しておりますと、対前年度比較で、（「何を何ページ」と呼

ぶ者あり）あの、職員。 

 ２４４ページを見てください。 
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 これが、まあ一般職の職員の総括表、対前年との比較表であります。 

 それで、この９人の減というのは、年度途中に退職された方がおられる、ほいで、年度末に退

職を予定されちょる人がおられる、すべて合算したということで、予算編成の時期でね、当然ず

れるわけです。 

 ですから、例えば、昨年、いわゆる予算をし、議決した後に、２３年度中に退職された人、プ

ラスいわゆる３月末で退職、それらをみな含めた数ということにとっちょってええのかどうなの

か、聞いちょきたいと。 

○議長（荒川 政義君）  奈良元総務課長。 

○総務課長（奈良元正昭君）  今、議員さんおっしゃるとおり、年度途中の退職、あるいは年度末

の定年退職者それに新規採用者を踏まえた数字でございます。 

○議長（荒川 政義君）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 以上で、一般会計予算の質疑を終結します。 

 暫時休憩します。４０分まで。 

午前11時32分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前11時43分再開 

○議長（荒川 政義君）  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 日程第２、議案第２号平成２４年度周防大島町国民健康保険事業特別会計予算から、日程第

１０、議案第１０号平成２４年度周防大島町公営企業局企業会計予算までの９議案の補足説明を

求めます。西村健康福祉部長。 

○健康福祉部長（西村 利雄君）  それでは、議案第２号から議案第４号まで、補足説明いたしま

す。 

 特別会計歳入歳出予算書を御準備願いたいと思います。 

 議案第２号平成２４年度周防大島町国民健康保険事業特別会計予算につきまして、補足説明を

行います。 

 最初に、今年度の当初予算の主な改正点につきまして御説明いたします。 

 まず、国民健康保険税につきましては、本定例会に提出しております議案第２５号周防大島町

国民健康保険税条例の一部改正を盛り込み、従来の４方式から資産割を除く３方式により計上し

ております。 

 また、今年度は前期高齢者交付金及び共同事業により収支の改善が見込めるため、一般会計か
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らの財源補てんのための繰入金は２,４２７万３,０００円となっております。 

 次に、保険給付においては、本年４月１日から診療報酬が０.００４％引き上げとなり、高額

療養費に該当する外来診療の現物給付が実施されます。 

 また、７０歳から７５歳未満の一部負担金の１割から２割への引き上げ凍結は、平成２４年度

も継続されることとなっております。 

 以上の制度改正及び前年度医療費の支出状況から、一人当たりの医療費の伸びについては５％

の伸びをベースに予算化しております。 

 一方、医療費の適正化につきましては、特定健診への集団健診の導入及び４０歳年度到達者等

への無料クーポン券の配布により、保健事業の拡充を盛り込んでおります。 

 以上が、平成２４年度当初予算の主な改正点であります。 

 それでは、特別会計予算書の１ページをお願いいたします。 

 本文第１条により、歳入歳出予算の総額を３５億５,６９２万７,０００円と定めるものです。

対前年度比２億５,４０９万１,０００円、７.７％の増となっております。 

 第２条の歳出予算の流用では、保険給付費の同一款内での流用ができることを定めるものであ

ります。 

 次に、事項別明細書の３ページをお願いいたします。 

 歳入から御説明いたします。 

 １款の国民健康保険税は５億８５８万６,０００円を計上し、対前年度比５,７９４万

５,０００円、１２.９％の増となっております。 

 これは、昨年度の税率の改正が６月補正予算により計上されたため、このような伸びとなって

おります。 

 ４ページをお願いいたします。 

 ２項の使用料及び手数料は省略いたします。 

 ３款国庫支出金１項１目の療養給付費負担金は、５億７２１万１,０００円、対前年７,１６２万

３,０００円、１２.３％の減額となっていますが、これは、年少扶養控除等廃止に伴う財源の地

方移管により、従来の給付費等率が３４％から３２％に引き下げられたこと、及び前期高齢者交

付金増額の影響によるものでございます。 

 ５ページの２項１目の財政調整交付金は、市町村財政の負担能力を考慮し、保険者負担の不均

衡を調整するための普通財政調整交付金２億１,５８０万８,０００円、特定疾病等の保険者の特

殊要因を補てんするための特別調整交付金６,４１５万８,０００円を計上しております。 

 ４款の療養給付費等交付金は、退職被扶養者の療養給付費について、社会保険診療報酬支払基

金から交付されるもので２億６２０万３,０００円を計上しております。 
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 ５款の前期高齢者交付金は、被保険者のうち６５歳から７５歳未満の前期高齢者の占める比率

により、保険者間の財政調整として交付されるもので１０億５,８８６万４,０００円を計上し、

対前年２億４,８５８万１,０００円の増となっておりますが、これは、平成２２年度の精算によ

る追加交付分と概算医療費の伸び率による増額により大幅に伸びております。 

 ６ページをお願いいたします。 

 ６款県支出金１項１目の高額医療費共同事業負担金は、高額医療費共同事業拠出金の２５％相

当額として１,３７３万３,０００円、２目の特定健康診査等負担金は、基準額の３分の１相当額

として２３８万２,０００円を計上しております。 

 ２項１目の財政調整交付金は、１億４,５９７万１,０００円を計上しておりますが、年少扶養

控除等廃止に伴う財源の地方移管により、国費等は逆に従来の給付費等の７％から９％に引き上

げ等により、対前年１,５９０万２,０００円の増を計上しております。 

 ７款共同事業交付金１項１目の高額医療費共同事業交付金は、１件当たり８０万円を超える高

額医療費に対し、国民健康保険団体連合会から交付されるもので７,６９５万６,０００円の計上

で、対前年２,１６８万６,０００円の増で、２目の保険財政共同安定化事業交付金は、１件当た

りの医療費の額が３０万円から８０万円まで高額医療費に対して交付されるもので、４億

５,２７６万６,０００円、対前年１,３８０万１,０００円の増を計上しております。 

 ７ページ、８款の財産収入は省略いたします。 

 ９款繰入金１項１目の一般会計繰入金は２億８,３９２万５,０００円の計上で、対前年度比

３,７８１万９,０００円の増となっております。１節の保険基盤安定事業繰入金（保険分軽減

分）でございますが９,０５７万２,０００円で、昨年度の国保税応益割の改定に伴い、対前年

１,８６８万４,０００円の増となっております。 

 ６節その他一般会計繰入金は、前年度当初予算においては、保険給付費の一部を未計上とし、

その他一般会計分も計上しませんでしたが、今年度は、全体の財源不足補てんするための繰入金

を２,４２７万３,０００円計上いたしました。 

 ８ページをお願いいたします。 

 １０款繰越金、１１款諸収入は省略いたします。 

 １１ページをお願いいたします。 

 次に、歳出について御説明いたします。 

 １款総務費１項１目の一般管理費は、職員人件費及び事務経費として６,５１８万円を計上し

ております。 

 次に、１２ページをお願いいたします。 

 ２目の連合会負担金は、山口県国民健康保険団体連合会に対する負担金ですが、今年度一般負
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担金の引き下げ及び被保険者数の減少により６８万９,０００円を計上し、対前年９万円の減と

なっております。 

 ２項１目の賦課徴収費は、昨年度までの国保税の改定費用がなくなりましたので１０７万

３,０００円減の２５２万４,０００円を計上しております。 

 ２款保険給付費１項１目の一般被保険者療養給付費は２０億５,３５３万円で、対前年２億

４,４６１万２,０００円の大幅な増になっておりますが、これは、昨年度当初予算において、財

源不足１億４,６００万円を未計上としたために、今年度の増額分が大きくなっております。 

 なお、保険給付費のうち療養給付費、療養費、高額療養費については、一般被保険者並びに退

職被保険者とも、それぞれの被保険者見込数と前年度３月から８月診療分までの一人当たりの費

用額から推計し、さらに５％の伸びを見込んで計上しております。 

 １４ページをお願いいたします。 

 ２目の退職被保険者等療養給付費に対前年２,２４３万５,０００円増の１億５,８０７万

８,０００円、３目の一般被保険者療養費８７６万６,０００円等、１項の療養諸費として合計

２２億２,８１８万２,０００円、対前年２億７,００４万６,０００円増を計上しております。 

 ２項の高額療養費は、同様の算定方式により３億１,２６９万４,０００円対前年２,７９６万

７,０００円増を計上しております。 

 ３項の移送費は、２０万円を計上しております。 

 １６ページをお願いいたします。 

 ２款保険給付費４項の出産育児諸費は、２５人分１,０５０万６,０００円、５項の葬祭諸費は

６０人分３００万円を計上しております。 

 ３款の後期高齢者支援金等は、後期高齢者医療への支援金として、一人当たり概算負担金及び

事務費負担額に被保険者数をかけた合計３億３,３３０万円を計上しております。 

 １７ページ、４款の前期高齢者納付金等は、一人当たり概算負担金及び事務費負担金に被保険

者数をかけた合計３８万３,０００円を計上しております。 

 ５款の老人保健拠出金は２万８,０００円の計上で、これは、老人保健制度の廃止に伴い、平

成２２年度の月おくれ請求分の精算と事務費を計上しております。 

 １８ページをお願いします。 

 ６款の介護給付費は、第２号被保険者一人当たり負担見込額に見込被保険者数をかけた１億

５,１４３万７,０００円を計上しております。 

 ７款の共同事業拠出金は、高額な医療費が発生した市町村に国保連合会から交付する再保険事

業に対する拠出金として４億１,４０５万８,０００円計上し、対前年６,５５０万３,０００円の

減額となっております。 



- 135 - 

 これは、近年の本町の医療費の高騰による影響が実績割と被保険者数割による拠出額算定方法

によって、本町国保財政に有利に働くため、本年度当初予算の収支では、共同事業全体で１億

４,３１３万２,０００円の改善効果になっております。 

 これは、昨年度当初予算比で１億２２１万６,０００円の大幅増となっております。 

 ８款保健事業費１項特定健康診査等事業費は、国保被保険者に対する特定健康診査及び特定保

健指導に要する経費として１,８３４万７,０００円を計上し、健診受診者１,２７３人、受診率

２５.５％を見込んでおります。 

 ２０ページをお願いいたします。 

 ２項の保健事業費は、保健事業として医療費通知等の経費で１８７万５,０００円の計上をし

ております。 

 ９款基金積立金、１０款諸支出金は省略いたします。 

 １１款繰出金は、公営企業局企業会計へ特別調整交付金の繰出金として６９４万４,０００円。 

 １２款予備費は、５００万円を計上しております。 

 以上が、議案第２号平成２４年度周防大島町国民健康保険事業特別会計予算についての概要で

ございます。 

○議長（荒川 政義君）  暫時休憩をします。 

 議会運営委員会のほうから議運の申し出がございましたので、午後１時半から再開をいたしま

す。 

午前11時56分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後１時30分再開 

○議長（荒川 政義君）  休憩前に引き続き、会議を開きます。西村健康福祉部長。 

○健康福祉部長（西村 利雄君）  それでは、引き続きまして、議案第３号平成２４年度周防大島

町後期高齢者医療事業特別会計予算につきまして、補足説明を行います。 

 最初に、今年度の当初予算の主な改正点につきまして御説明いたします。 

 まず、平成２４年度は、２年おきの保険料見直しの年度に当たり、去る２月１７日に開催され

た山口県後期高齢者医療広域連合議会定例会におきまして、新しい保険料が決定されております。 

 新しい保険料は、平成２４年度及び２５年度に適用されるもので、所得割率が０.７２％引き

上げられ９.４５％に、均等割額が１,２３３円引き上げられ４万７,４７４円となっております。 

 また、一人当たりの保険料の上限額は、政令改正により５万円引き上げられ５５万円となって

おり、以上により低所得者に対する軽減後の一人当たり保険料は６万６,５０４円となり、金額

で２,２０５円、率で３.４３％の引き上げとなっております。 
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 次に保険給付費においては、国保と同様に、本年４月１日から診療報酬が０.００４％引き上

げられ、高額療養費に該当する外来診療の現物給付が実施されます。 

 それでは、予算書の７ページをお願いいたします。 

 本文第１条により、歳入歳出予算の総額を４億４,２３１万２,０００円と定めるものでありま

す。対前年度２,３８５万３,０００円、５.７％の増となっております。 

 次に、事項別明細書の３３ページをお願いいたします。 

 歳入から御説明いたします。 

 １款後期高齢者医療保険料１項１目の特別徴収保険料は、２億９６８万４,０００円を計上し、

２目の普通徴収保険料は、６,３６９万５,０００円を計上しております。合計は２億７,３３７万

９,０００円で、保険料の改定により、対前年１,６４９万８,０００円、６.４％の増であります。 

 ２款の使用料及び手数料は、省略いたします。 

 ３款繰入金１項１目の事務費繰入金は、３,９６８万４,０００円を計上し、２目の保険基盤安

定繰入金は保険料の引き上げに伴い、対前年６３６万２,０００円増の１億２,８２４万

３,０００円を計上しております。 

 ３４ページをお願いいたします。 

 ４款繰越金は、１,０００円を計上しております。 

 ５款諸収入１項１目の延滞金は、１,０００円を計上し、２項１目の保険料還付金及び２目の

還付加算金は、歳出の過年度保険料還付に充当するための県広域連合からの歳入で、１００万

２,０００円計上しております。 

 また、３項雑入として１,０００円を計上しております。 

 ３７ページをお願いいたします。 

 次に歳出について御説明いたします。 

 １款総務費１項１目の一般管理費は、職員人件費及び事務経費として２,３０６万８,０００円

を計上し、今年度標準システムの更新に伴うシステム機器の更新費用を事務経費として計上して

おります。 

 ３８ページをお願いいたします。 

 ２目徴収費として、１１７万１,０００円を計上しております。 

 ２款後期高齢者医療広域連合納付金は４億１,７０７万１,０００円を計上し、対前年

２,７４３万２,０００円の増となっております。これは、広域連合事務費負担金として、既存の

電算処理システムの更新に伴う負担金４７４万円を含む１,５４４万７,０００円、保険基盤安定

負担金で１億２,８２４万３,０００円、歳入と同額の保険料分２億７,３３７万９,０００円と、

過年度保険料及び延滞金分の２,０００円を計上しております。 
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 ３款諸支出金１項１目の保険料還付金は、過年度の保険料還付金及び還付加算金で１００万

２,０００円を計上しております。 

 以上が、議案第３号平成２４年度周防大島町後期高齢者医療事業特別会計予算についての概要

でございます。 

 次に、議案第４号平成２４年度周防大島町介護保険事業特別会計予算につきまして、補足説明

を行います。 

 初めに、今回の改正内容につきまして、少し説明させていただきます。 

 第１号被保険者の保険料については、介護保険法第１１７条の規定により、３年ごとに介護保

険事業計画を策定し、介護保険給付費の見込量を推計し、この見込量に基づき算出することとな

っております。平成２４年度から平成２６年度の３カ年を計画期間とする第５期介護保険事業計

画では、高齢化の進展に伴い多種多様な介護サービスに対応するため、介護保険料率の改正を行

うこととなりました。 

 この改正をすることに当たり、所得の低い方の負担を抑えるため、現行の第３段階を細分化し、

特例第３段階を新たに設け、さらなる低所得者への軽減を図るとともに、現行の特例第４段階は

そのまま継続することとしております。 

 なお、国・県・市町村の拠出金からなる山口県介護保険財政安定化基金の取り崩しを平成

２４年度に限り行い、保険料の軽減を図ることとしております。 

 それでは、予算書の１１ページをお願いいたします。 

 本文で、第１条の歳入歳出予算では、歳入歳出予算の総額を３３億２,３６５万８,０００円と

定めるものでございます。対前年度比１億９,６１３万９,０００円、６.３％の増となっており

ます。 

 第２条の歳出予算の流用では、保険給付費の各項に計上された予算額に過不足を生じた場合に、

同一款内で流用できることを定めるものでございます。 

 それでは、事項別明細書で御説明いたします。 

 ５１ページの歳入から御説明いたします。 

 １款の保険料は、５億７７０万９,０００円の計上で１億１,８２８万２,０００円、３０.４％

の増となっております。介護給付費の増加や第１号被保険者の保険料負担割合が２０％から

２１％に改正されたこと、介護給付費準備基金からの取り崩しが見込めないことなどにより、基

準年額６万３,０００円を元に計上しております。 

 現年度分の特別徴収保険料は、収納率１００％で４億８,３６２万８,０００円、現年度分の普

通徴収保険料は、収納率９２％の見込みで２,３１８万１,０００円及び滞納繰越分保険料９０万

円を計上しております。 
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 被保険者数においては、特別徴収が８,６９８人、普通徴収が４５８人を見込んでおります。 

 ２款の使用料及び手数料は省略いたします。 

 ３款国庫支出金１項１目の介護給付費負担金は、給付費に係る国の法定負担分として居宅給付

費の２０％、施設給付費の１５％で、５億３,１３２万８,０００円を計上しております。 

 ５２ページの２項１目の調整交付金は、総給付費の１０.３２％、３億１,７４１万８,０００円

を計上、２目の地域支援事業交付金では、介護予防事業の２５％分と包括的支援事業・任意事業

の３９.５％分を合わせて１,６１６万７,０００円計上しております。 

 ４款支払基金交付金１項１目の介護給付費交付金は、総給付費の２９％分、８億９,１９６万

９,０００円を計上。 

 ２目の地域支援事業交付金は、介護予防事業の２９％分として１９４万８,０００円を計上し

ております。 

 ５款県支出金１項１目の介護給付費負担金は、県の法定負担分として、施設給付費の１７.５％、

居宅給付費の１２.５％で、４億６,８２９万１,０００円を計上しております。 

 ５３ページの２項１目の地域支援事業交付金は、介護予防事業の１２.５％と包括的支援事

業・任意事業の１９.７５％分を合わせて８０８万３,０００円を計上。 

 ２目の財政安定化基金交付金は、法改正により保険料上昇の緩和策として、国・県・市町村が

それぞれ３分の１ずつ拠出して設けている県の財政安定化基金の取り崩しを平成２４年度に限り

行うこととなり、平成１２年から平成２０年までの本町基金拠出額約５,０００万円の交付基準

率４４％分、２,２０５万６,０００円を計上しております。 

 ６款繰入金１項１目の介護給付費繰入金は、町の法定負担分として、総給付費の１２.５％分

の３億８,４４６万９,０００円を計上。 

 ２目の地域支援事業繰入金は、介護予防事業の町負担分の１２.５％と包括的支援事業・任意

事業の１９.７５％分を合わせて８０８万３,０００円を計上。 

 ３目のその他の一般会計繰入金は、職員給与費、介護認定審査会等の事務経費分として１億

５,０４５万９,０００円を計上しております。 

 ５４ページの基金繰入金の項は、平成２３年度において基金残高がなくなりましたので廃項と

しております。 

 ７款繰越金は省略いたします。 

 ５５ページの８款諸収入２項２目の雑入では、主に介護予防サービス計画書の作成料として

１,４８２万６,０００円計上しております。 

 財産収入においても、基金残高がなくなり利子が生じないため廃款としております。 

 次に歳出を御説明いたします。 



- 139 - 

 ５７ページをお願いいたします。 

 １款総務費１項１目の一般管理費は、職員人件費と事務費といたしまして９,２１３万

９,０００円を計上しております。 

 ５８ページの２項１目の賦課徴収費では、保険料の徴収事務経費として１６８万５,０００円

を計上しております。 

 ５９ページの３項１目の介護認定審査会費では、介護認定等に係る経費といたしまして

４,１８５万３,０００円を計上しております。 

 ６０ページの２款保険給付費１項１目の介護サービス等給付費は、２６億８,８７１万

８,０００円の計上で、対前年度比で１億３,３８８万９,０００円、５.２％の増としております。 

 ２目の介護予防サービス等給付費では、１億３,７５６万円の計上で８７３万４,０００円、

６.８％の増としております。 

 ６１ページの２項１目の審査支払手数料は、国保連合会への手数料として３７０万２,０００円

を計上しております。 

 ３項の高額介護サービス等費では、６,７３２万２,０００円を計上。 

 ６２ページの４項高額医療合算介護サービス等費は、５４５万２,０００円を計上しておりま

す。 

 ５項の特定入所者介護サービス等費は、施設に入所している低所得者の方に保険給付の対象外

である食費、居住費の補てん支給するもので１億７,３０１万３,０００円を計上しております。 

 ６３ページの３款基金積立金１項１目の介護給付費準備基金積立金は、３,１４３万７,０００円

を計上しております。この積立金については、先ほど申し上げましたが、介護保険は３年間の計

画期間ごとにその期間を通じて同一の保険料を介護サービスの見込量に見合って設定するという

中期財政運営方式で計画しており、介護給付費が総じて増加傾向にあることから、計画期間の初

年度は、いわゆる平成２４年度でございますが、一定程度の剰余金が生じることを見込んでおり

ます。この剰余金の見込額を予算計上しております。なお、介護従事者処遇改善臨時特例基金積

立金は、廃目としております。 

 ４款地域支援事業１項１目の二次予防事業は、要介護状態等となるおそれの高い６５歳以上の

者を対象として介護予防を行う事業経費で５０７万１,０００円を計上しております。 

 ６５ページの２目一次予防事業では、すべての高齢者を対象に介護予防に関する知識の普及、

啓発等を行う事業で１８９万９,０００円を計上しております。 

 ６６ページの２項１目の包括的支援事業は、二次予防事業対象者に対して、介護予防全般に関

するケアマネジメントに要する経費として２０８万５,０００円を計上しております。 

 ２目の任意事業では、在宅介護の精神的・経済的な負担軽減を図るための家族介護支援、成年
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後見制度の利用支援等に要する経費として３２４万６,０００円を計上しております。 

 ６７ページの３目地域包括支援センター運営事業では、介護予防のサービスを提供するために

町が設置している地域包括センターの運営に要する経費でございまして、保健師、社会福祉士等

の職員人件費が主なもので４,８０３万１,０００円を計上しております。 

 ６８ページの５款介護予防支援事業１項１目の介護予防支援事業では、地域包括支援センター

でのケアプラン作成業務等に要する経費といたしまして１,３２８万３,０００円を計上しており

ます。 

 ７０ページの６款公債費１項１目の財政安定化基金償還金につきましては、平成２３年度介護

保険事業特別会計補正予算（第３号）で御説明いたしましたが、平成２３年度の介護給付費の増

加に伴う財源補てんのため、山口県介護保険財政安定化基金の借入を行うこととしております。

その借入金の償還といたしまして、６９１万９,０００円を計上しております。 

 なお、償還の条件につきましては、無利子で第５期介護保険事業計画期間の３カ年で元金均等

償還となっております。 

 以上が、議案第４号平成２４年度周防大島町介護保険事業特別会計予算についての概要でござ

います。 

 何とぞ慎重なる御審議の上、御議決を賜りますようお願い申し上げ、補足説明を終わらせてい

ただきます。 

○議長（荒川 政義君）  次に、松井環境生活部長。 

○環境生活部長（松井 秀文君）  では、環境生活部所管の特別会計予算の４議案につきまして、

補足説明をさせていただきます。 

 まず、最初に、議案第５号平成２４年度周防大島町簡易水道事業特別会計予算についてでござ

います。 

 特別会計予算つづりの１５ページをお願いいたします。 

 第１条におきまして、歳入歳出予算の総額を８億６,７１７万４,０００円と定めるものであり

ます。対前年度比６.３％、５,８５７万７,０００円の減額予算となっております。 

 その主なものにつきまして、御説明させていただきます。 

 事項別明細書８１ページをお願いいたします。 

 まず、歳入からであります。 

 １款分担金及び負担金では、新規加入を４２件と見込み１３６万５,０００円を計上いたしま

した。 

 ２款使用料及び手数料１項使用料は、平成２３年度決算見込額から推計した４億１,０１６万

４,０００円を計上いたしました。 
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 ２項手数料は、諸証明手数料、業者指定手数料、開閉栓手数料を合わせて８１万１,０００円

の計上でございます。 

 ８２ページの３款繰入金は、一般会計から４億５,４８３万３,０００円を繰り入れることとし、

財源調整をしたところでございます。 

 歳出につきまして、８３ページをお願いいたします。 

 １款簡易水道費１項事務費１目総務費では、職員人件費といたしまして、８名分の給料等

６,５６９万３,０００円を計上するとともに、８４ページになりますが、水道施設に係る借地料

１６８万４,０００円、消費税１,３３６万３,０００円の計上が主なものでございます。 

 ８４ページから８６ページにかけての２項事業費１目維持管理費は４億７,３８３万３,０００円

を計上し、笠佐島、前島、浮島、情島の離島を含む１３簡易水道の維持管理に要する経費の計上

であります。 

 メーター交換や漏水修理のための修繕費として４,３６５万円、柳井地域広域水道企業団から

の受水費３億７,７８０万８,０００円、委託料では、電気計装設備保守点検、水質検査、施設監

視点検、水道メーター検針業務がその主なものでございます。 

 久賀簡易水道（久保河内地内）の配水設備改良工事、大崎白石簡易水道の残留塩素計改修工事、

国道４３７号線（逗子工区）の道路改良工事に伴う配水管移設工事が主なもので７１９万

２,０００円の工事請負費を計上しております。 

 原材料費は、漏水等緊急対応用の水道管修理資材の補充、備品購入費は、夜間作業用及び離島

緊急対応用発電機の購入費用を計上しております。 

 ８６ページの飲料水供給施設維持管理費は、源明地区の水道施設の維持管理経費１４０万

７,０００円を計上し、飲料水の安定供給に努めるものであります。 

 ２款公債費は、元金２億４,１４１万８,０００円、利子６,５８６万１,０００円、合わせて

３億７２７万９,０００円を計上しております。 

 ３款諸支出金は還付金５０万円、４款予備費は５０万円の計上でございます。 

 以上が、議案第５号平成２４年度周防大島町簡易水道事業特別会計予算の概要でございます。 

 続きまして、議案第６号平成２４年度周防大島町下水道事業特別会計予算についてであります。 

 予算書１９ページをお願いいたします。 

 第１条により、歳入歳出予算の総額を４億６,４０７万６,０００円と定めるとともに、第２条

により、２３ページ第２表のとおり、地方債の限度額を１億２,９９０万円とし、起債の方法、

利率、償還の方法を定めるものであります。 

 それでは、歳入歳出の主なものにつきまして、事項別明細書９９ページから御説明させていた

だきます。 
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 まず、歳入の１款分担金及び負担金１目公共下水道事業費分担金におきましては、現年度分

１５６万１,０００円、滞納繰越分８万円を計上しております。 

 ２款使用料及び手数料１項使用料は、２３年度整備地域の庄、安下、長天、安高地区の供用開

始した一部地域を含む現年度分の接続利用率、収納率等を考慮した６,１９１万２,０００円を計

上し、滞納繰越分２５万円と合わせて６,２１６万２,０００円を計上いたしました。 

 １００ページ３款国庫支出金は、２４年度事業完成工で要望しております安下庄地区公共下水

道事業に係る国庫補助金３,５００万円の計上でございます。 

 ４款繰入金は、一般会計から２億３,３４１万円を繰り入れることといたしております。 

 ５款諸収入２項雑入では、農業集落排水事業で整備・供用開始された秋地区の汚水処理負担金

１９５万２,０００円を計上しております。 

 １０１ページになります。 

 ６款町債は、下水道事業債９,５９０万円、過疎対策事業債３,４００万円の計上であります。 

 下水道事業債のうち６,１７０万円は平準化債でございます。 

 次に、歳出について１０３ページをお願いいたします。 

 １款公共下水費１項事務費１目総務管理費のうち、職員人件費は職員７名分の給与等で

６,１４８万５,０００円を計上するとともに、下水道一般事務経費及び現在山口県と協議してお

ります周防大島町公共下水道基本計画に基づき、新規地区の事業認可設計業務委託料３,１１８万

５,０００円を計上しております。 

 備品購入費においては、窓口業務サービスの向上を図るため、受益者分担金システムを新たに

橘総合支所窓口と久賀東庁舎に増設するためのライセンス購入費の計上でございます。 

 １０５ページの２項事業費１目維持管理費は、７,４３４万４,０００円の計上であります。 

 安下庄地区及び東和片添地区の公共下水道施設の維持管理に係る光熱水費１,４５１万

９,０００円、東和片添マンホールポンプオーバーホール、浄化センターの非常用発電機バッテ

リー交換、下水用メーター更新等、合わせて８４８万３,０００円の修繕費、処理施設維持管理

業務、汚泥処理、電気計装設備保守点検等の委託料、合計４,４６７万９,０００円がその主なも

のでございます。 

 １０６ページの２目公共下水事業費は、供用開始した新規加入用公共ます設置経費８０万円、

安下庄地区公共下水道事業は、職員人件費２名分１,０８３万４,０００円、安下庄処理区は

２４年度を完成事業として要望しており、安下・庄北地区２地区の管路延長約９００メーターの

整備工事請負費１億５００万円を計上しており、２４年度末には、全部供用開始予定での予算計

上であります。 

 １０７ページの２款公債費は、元金、利子合わせて１億７,４５９万８,０００円を計上してお
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ります。 

 １０８ページの３款諸支出金は、還付金１０万円、４款予備費は、５０万円の計上でございま

す。 

 以上が、議案第６号平成２４年度公共下水道事業特別会計予算の概要でございます。 

 次に、議案第７号平成２４年度農業集落排水事業特別会計予算について、御説明いたします。 

 予算書の２５ページをお願いいたします。 

 第１条に定めますとおり、歳入歳出予算の総額を３億３,０８４万１,０００円と定めておりま

す。 

 また、第２条により、２９ページ第２表のとおり、地方債の起債の目的、限度額、起債の方法、

利率及び償還の方法について定めるものであります。 

 事項別明細書１１９ページをお願いいたします。 

 歳入１款分担金及び負担金１目農業集落排水事業分担金は、受益者分担金を８３万３,０００円

と見込んでおります。 

 ２款使用料及び手数料１項使用料は、新規接続、利用率、収納率等を考慮し、滞納繰越分を合

わせて４,７８５万５,０００円を計上しており、１２０ページ３款繰入金は、一般会計から１億

７,９７５万円を繰り入れることといたしております。 

 ５款町債は、平準化債の９,９６０万円を合わせて、下水道事業債１億１００万円、過疎対策

事業債１４０万円の計上でございます。 

 １２３ページをお願いいたします。 

 歳出についてでございます。 

 １款農業集落排水費１項総務管理費は、職員人件費２名分の１,５８１万４,０００円が主なも

のであります。 

 １２４ページの２項事業費１目維持管理費は、１億１,８１９万８,０００円を計上し、日良居、

和田、戸田、沖浦西、沖浦東、秋地区各処理区の施設維持管理を行うものであります。 

 光熱水費、マンホールポンプのオーバーホール等の修繕費、汚泥処理に係る手数料、施設維持

管理委託料、水質検査、管路清掃、電気計装設備保守点検の委託料、県道路改良に伴うマンホー

ルかさ上げ等の工事請負費、秋地区汚水処理負担金、それと消費税が主なものとなっております。 

 １２５ページの２目農業集落排水事業費は、供用開始した地域の新規加入に係る公共ますの設

置、マンホールポンプ場の整備等４４１万円を計上いたしております。 

 ２款公債費は、元金、利子合わせて１億９,１３７万５,０００円を計上いたしております。 

 ３款諸支出金は、還付金５万円、４款予備費は、５０万円の計上でございます。 

 以上が、議案第７号平成２４年度農業集落排水事業特別会計予算の概要でございます。 
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 次に、議案第８号平成２４年度漁業集落排水事業特別会計予算についてであります。 

 予算書の３１ページをお願いいたします。 

 第１条により、予算の総額を３,５３９万６,０００円と定めております。 

 また第２条により、３５ページの第２表のとおり、地方債の起債の目的、限度額、起債の方法、

利率及び償還の方法について定めるものであります。 

 事項別明細書１３７ページをお開き願います。 

 歳入につきましては、２款使用料及び手数料１項使用料は、３３９万９,０００円と見込んで

おります。 

 １３８ページ３款繰入金では、一般会計からの繰入金を２,７７９万３,０００円計上しており

ます。 

 ５款町債は、平準化債４２０万円の計上でございます。 

 １３９ページをお願いいたします。 

 歳出になりますが、１款漁業集落排水費２項事業費１目維持管理費は、浮島処理区の排水処理

施設の維持管理経費として、光熱水費、浄化センターの流入側の流量計等の修繕費、施設維持管

理委託料及びマンホールポンプ場の清掃、水質検査、脱水汚泥の運搬処理等、合わせて１,８２９万

円の計上でございます。 

 １６０ページの２款公債費は、元金１,２９２万３,０００円、利子３７０万１,０００円、合

わせて１,６６２万４,０００円の計上でございます。 

 ４款予備費は、３０万円計上いたしました。 

 以上で、議案第５号から議案第８号までについての補足説明を終わります。 

 何とぞ慎重御審議の上、御議決賜りますようお願いいたします。 

○議長（荒川 政義君）  次に、星出総務部長。 

○総務部長（星出  明君）  議案第９号平成２４年度周防大島町渡船事業特別会計予算について

補足説明をいたします。 

 特別会計予算書の３７ページをお願いいたします。 

 第１条におきまして、歳入歳出予算の総額を７,７１１万６,０００円と定めております。 

 それでは、事項別明細書の１４７ページをお開き願います。 

 まず、歳入からであります。 

 １款使用料及び手数料１項使用料は、前島航路７９万１,０００円、情島航路５３１万

６,０００円、浮島航路１,０６２万７,０００円と見込み、合わせて１,６７３万４,０００円の

計上であります。 

 ２項手数料は、手荷物等の手数料でありますが、３航路を合わせて３１３万７,０００円を計



- 145 - 

上しております。 

 １４８ページの２款国庫支出金は、それぞれの航路に係る国庫補助金として２,２９６万

３,０００円を計上いたしました。 

 ３款県支出金は、航路補助金として２,４４０万９,０００円の計上であります。 

 ４款繰入金は、一般会計から９８２万５,０００円を繰り入れることとしております。 

 雑入は４万８,０００円の計上であります。 

 １５１ページをお願いいたします。 

 歳出でございます。 

 １款事業費１項事務費は、職員人件費１名分と消費税、事務費等を合わせ９７９万３,０００円

の計上であります。 

 １５２ページからの２項事業費は、船員の人件費、燃料費など１目前島航路運航費で１,９０１万

円、２目情島航路運航費で１,３０８万円、３目浮島航路運航費で３,４８９万９,０００円、合

わせて６,６９８万９,０００円を計上しております。 

 １５６ページの２款公債費は、元金、利子を合わせ１３万４,０００円の計上であります。 

 予備費は、昨年同額の２０万円の計上であります。 

 以上が、議案第９号平成２４年度周防大島町渡船事業特別会計予算の概要でございます。 

 何とぞ慎重なる御審議の上、御議決を賜りますようお願い申し上げ、補足説明を終わります。 

○議長（荒川 政義君）  次に、石原公営企業管理者。 

○公営企業管理者（石原 得博君）  では、議案第１０号平成２４年度周防大島町公営企業局企業

会計予算について、補足説明を申し上げます。 

 それでは、お手元の平成２４年度周防大島町公営企業局企業会計予算書の１ページをお開きい

ただきたいと思います。 

 この予算は、平成２３年度の業務量及び事業収支の実績等を考慮し、計上したものであります。 

 第１条は、総則です。 

 第２条は、業務の予定量について定めております。病床数や定員は、平成２３年度と変更ござ

いません。病院の患者数は、入院８万３,５８５人、次の２ページにあります外来１２万

７,４００人を見込み、介護老人保健施設の利用者数は、入所４万５,６２５人、通所４,６５５人

を見込み、看護学校の学生数は１１１人を見込んでおります。 

 主要な建設改良事業につきましては、後ほど第４条の資本的収入及び支出で説明させていただ

きます。 

 次に、４ページをお願いいたします。 

 第３条は、収益的収入及び支出について定めるもので、業務の予定量に基づきまして、収入を
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４７億５,６８８万２,０００円、５ページの最下段にありますように、支出を４７億５,５０９万

９,０００円と見込んでおります。 

 次に６ページをお願いいたします。 

 第４条は、資本的収入及び支出について定めるもので、資本的収入を１８億２６０万円、資本

的支出を１６億１,８２８万円と見込んでおります。 

 収入の企業債は、東和病院東棟改築（耐震）工事費、各施設の器械備品整備のための病院事業

債・過疎債借入、医療の確保事業として奨学資金貸付や特殊診療科の確保のための過疎債借入を

見込んだもので、固定資産売却代金は基金の取り崩しを見込んでおります。 

 支出の建設改良費は、病院改築事業として東和病院東棟改築（耐震）工事費、大島病院に臭気

対策工事費を、器械備品及び車両の整備として、東和病院にＭＲＩほか４６品目、橘病院に薬

袋・薬情・手帳発行システムほか４品目、大島病院に膀胱鏡システムほか５品目、やすらぎ苑に

通所者送迎用車両、看護学校に実習送迎用車両及び実習用シミュレーターの購入費を計上してお

ります。 

 企業債償還金は、２４年度中の病院事業債・過疎債償還予定額を計上しております。 

 次に７ページをごらんください。 

 第５条は、継続費について、東和病院東棟改築工事の総額及び年割額を定めております。 

 第６条は、企業債について定めるもので、借入限度額を１３億８,４００万円と定めておりま

す。 

 第７条は、一時借入金の限度額を１０億円と定めております。 

 次に８ページをお願いいたします。 

 ８条は、議会の議決を経なければ流用することのできない経費として、給与費２５億５,５６７万

２,０００円、交際費２４０万円を計上しております。 

 第９条は、他会計からの補助金について定めるもので、一般会計から７億８,５６０万

３,０００円の繰入を予定しております。 

 ９ページをお願いいたします。 

 第１０条は、薬品や診療材料等のたな卸資産の購入限度額を業務の予定量に基づきまして９億

１,８６４万９,０００円と定めております。 

 第１１条は、重要な資産の取得及び処分について定めるもので、取得する資産として、東和病

院に医療機器６品目、大島病院に医療機器１品目を、処分する資産として、東和病院に医療機器

５品目、大島病院に医療機器１品目を挙げております。 

 附属資料といたしまして、１１ページ以降に予算に関する説明書を添付してございます。 

 なお、当年度純利益は、６１ページの平成２４年度周防大島町公営企業局事業予定貸借対照表
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のとおり６,０４６万８,０００円の赤字を見込んでおります。 

 以上が、平成２４年度周防大島町公営企業局企業会計予算の内容でございます。 

 どうか、よろしく御審議いただき、御議決賜りますようお願い申し上げまして、補足説明を終

わらせていただきます。ありがとうございました。 

○議長（荒川 政義君）  説明が終わりましたので、これから質疑に入ります。 

 議案第２号平成２４年度周防大島町国民健康保険事業特別会計予算について質疑はございませ

んか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  質疑なしと認め、質疑を終結します。 

 議案第３号平成２４年度周防大島町後期高齢者医療事業特別会計予算について質疑はございま

せんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  質疑なしと認め、質疑を終結します。 

 議案第４号平成２４年度周防大島町介護保険事業特別会計予算について質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  質疑なしと認め、質疑を終結します。 

 議案第５号平成２４年度周防大島町簡易水道事業特別会計予算について質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  質疑なしと認め、質疑を終結します。 

 議案第６号平成２４年度周防大島町下水道事業特別会計予算について質疑はございませんか。

広田議員。 

○議員（８番 広田 清晴君）  １点ほど聞いときます。 

 先ほど所管の補足説明の中で、安下庄地区公共下水道事業、ページは１０６ページです。 

 それで、一応ですね、先ほど説明を聞いてると、庄北地区の９００メートル余りが済んだらこ

れで終わりという意味で報告されましたか。 

 もし終わりなら、大体、この工事に伴って、最終的な、いわゆる加入コストについては、予定

としてどういうふうに見ちょるんか。それが全体として、どのぐらいの割合になるんかというこ

とを聞いちょきたいというふうに思います。 

○議長（荒川 政義君）  松井環境生活部長。 

○環境生活部長（松井 秀文君）  今現在のですね、まあ、普及率６０％の調定件数で申しますと

１,５００件となっています。 

 まあ、これが約６０％になりますから、調定件数が１００％になると、その４割増しということ
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になろうかと思います。 

○議長（荒川 政義君）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 議案第７号平成２４年度周防大島町農業集落排水事業特別会計予算について質疑はございませ

んか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  質疑なしと認め、質疑を終結します。 

 議案第８号平成２４年度周防大島町漁業集落排水事業特別会計予算について質疑はございませ

んか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  質疑なしと認め、質疑を終結します。 

 議案第９号平成２４年度周防大島町渡船事業特別会計予算について質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  質疑なしと認め、質疑を終結します。 

 議案第１０号平成２４年度周防大島町公営企業局企業会計予算について質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  質疑なしと認め、質疑を終結します。 

 お諮りします。平成２４年度予算の質疑が終結しましたので、議案第１号から議案第１０号ま

での１０議案を、本日配布しております議案付託表により、所管の常任委員会に付託することに

したいと思います。御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  異議なしと認めます。よって、議案第１号から議案第１０号までの

１０議案を、本日付配布いたしました議案付託表のとおり、所管の常任委員会に付託することに

決定をいたしました。 

────────────・────・──────────── 

○議長（荒川 政義君）  暫時休憩をします。 

午後２時18分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後２時34分再開 

○議長（荒川 政義君）  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

────────────・────・──────────── 
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日程第１１．議案第１１号 

日程第１２．議案第１２号 

日程第１３．議案第１３号 

日程第１４．議案第１４号 

日程第１５．議案第１５号 

日程第１６．議案第１６号 

日程第１７．議案第１７号 

日程第１８．議案第１８号 

日程第１９．議案第１９号 

○議長（荒川 政義君）  日程第１１、議案第１１号平成２３年度周防大島町一般会計補正予算

（第６号）から日程第１９、議案第１９号平成２３年度周防大島町公営企業局企業会計補正予算

（第４号）までの９議案を一括上程し、これを議題とします。 

 質疑は、３月７日の本会議で終了しておりますので、これから討論、採決に入ります。 

  議案第１１号、討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  討論なしと認め、討論を終結します。 

 これから起立による採決を行います。議案第１１号平成２３年度周防大島町一般会計補正予算

（第６号）について、原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（荒川 政義君）  起立多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 議案第１２号、討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  討論なしと認め、討論を終結します。 

 これから起立による採決を行います。議案第１２号平成２３年度周防大島町国民健康保険事業

特別会計補正予算（第４号）について、原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（荒川 政義君）  起立多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 議案第１３号、討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  討論なしと認め、討論を終結します。 

 これから起立による採決を行います。議案第１３号平成２３年度周防大島町後期高齢者医療事

業特別会計補正予算（第３号）について、原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めま
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す。 

〔賛成者起立〕 

○議長（荒川 政義君）  起立多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 議案第１４号、討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  討論なしと認め、討論を終結します。 

 これから起立による採決を行います。議案第１４号平成２３年度周防大島町介護保険事業特別

会計補正予算（第３号）について、原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（荒川 政義君）  起立多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 議案第１５号、討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  討論なしと認め、討論を終結します。 

 これから起立による採決を行います。議案第１５号平成２３年度周防大島町簡易水道事業特別

会計補正予算（第３号）について、原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（荒川 政義君）  起立多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 議案第１６号、討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  討論なしと認め、討論を終結します。 

 これから起立による採決を行います。議案第１６号平成２３年度周防大島町下水道事業特別会

計補正予算（第３号）について、原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（荒川 政義君）  起立多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 議案第１７号、討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  討論なしと認め、討論を終結します。 

 これから起立による採決を行います。議案第１７号平成２３年度周防大島町農業集落排水事業

特別会計補正予算（第３号）について、原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（荒川 政義君）  起立多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 議案第１８号、討論はございませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  討論なしと認め、討論を終結します。 

 これから起立による採決を行います。議案第１８号平成２３年度周防大島町渡船事業特別会計

補正予算（第３号）について、原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（荒川 政義君）  起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 議案第１９号、討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  討論なしと認め、討論を終結します。 

 これから起立による採決を行います。議案第１９号平成２３年度周防大島町公営企業局企業会

計補正予算（第４号）について原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（荒川 政義君）  起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

○議長（荒川 政義君）  以上で、本日の日程は、全部議了しました。 

 本日は、これにて散会します。 

  次の会議は、３月２２日木曜日、午前９時３０分から開きます。 

○事務局長（村田 雅典君）  御起立願います。一同、礼。 

午後２時38分散会 

────────────────────────────── 

 


